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第
ニ
節
丨
問
題
ー
の
所
在，
:
' 

'

y

.

.
第
-一
節
.
中
独
に
^
け
る
都
市
ノ
小
都
市
ァ
市
場.町
の
成
立
.
.

〜

：
：.
'
:ぺ
へ
^

- 

. 

• 

: •

.

第

三

節
.
中
世
後
期
、
：
近
世
初
頭
の
農
村
的
小
都
市
、
市
場
町
成
立
の
基
本
条
件
：

(

以
上
本
誌
三
月S
 

' 
:

.

'

.
第
四
節
，
中
世
後
期
、
近
世
初
頭
の
農
村
的
小
都
市
ノ
市
場
町
成
立
の
基
本
条
件

3

(

本
誌
八
月
号)

''

第
五
節
農
村
的
小
都
市
の
化
石
化
現
象

(

以
下
本
号)

.

.

.

.

.

,

;

.

-

I
領
邦
体
制
下.の
：構
造
停
滞
型
農
村^.
市
I

 

第

六

節

農

村
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小

都

取
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化
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化
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象
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原

因

究

明 

—
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:
.第

五

節

：農

村

的

小

都

市

の

化

石

化

現

象.：
.：

.-*
ッ
' 

.

ふ

——

領
邦
体
制
下
の
構
造
停
滞
型
農
村
都
市

——

我
々
は
、
前
々
節
及
び
前
節
に
お
い
て
、
中
部
ド
イ
ツ
に
お
け
る
農
村
的
小
都
市
、
市
場
町
の
基
本
的
成
立
条
件
を
探
り
、
そ
れ
が
、

農
村
に

.お
け
る
封
建
制
度
の
内
部
構
造
と
共
に
農
村
内
部
に
お
け
る
社
会
的
分
業
の
展
開
に
あ
る
こ
之
を
知
っ
た
。
特
に
社
会
的
分
業
の
展
開
は
、
広
い

意
味
で
は
、.
局
地
間
分
業
を
軸
と
し
，た.も
の
：で
あ
っ
て
、

そ
の
内
、

局
地
間
分
業
の
.混
在
と
.い
わ
れ
る
、
：
狭
い‘農
村
地
域
内
部
で
.の
相
互
特
化

.が
、
農
村
都
市
の
最
も
力
強
い
発
生
契
機
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
同

1
部
門
内
で
の
加
エ
過
程
の
地
域
的
集
中
と
い
っ
た
、
.
よ
り
狭
い
意
味
で

.の
局
地
間
分
業
が
、
農
村
め
内
部
に
新
し
い
都
市
I
農
村
の
関
係
を
つく
り

出
す
の
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
そ
し
て

、こ
の
よ
う
な
局
地
間
分
寒
の
員
_
に
基
き
つ
つ
、
各
都
市
に
'お
け
る
局
地
内
^

*
も
.一
層
の
進
展
を
み
、-.
こ
：こ
に
農
村
都
市
と.農
村
の
間
に
は
、

一
一
重
、
三
重
.の
分
業
関
係
、
従
っ
て
市
場
関
係
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
特
に
局
地
間
分
業
が
農
村
工
業
と
し
て
の
繊
維
工
業
や
金
属
工
業
で
あ

る
所
で
.は
、
単
純
な
都
市
と'農
村
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
都
市
は
工
業
村
落
的
性
格
の
強
い
幾
つ
か
の
村
落

.の

.中
心
で
も
.あ
っ
て
、
農
村
工
業

の
利
益
を
代
弁
す
；る
市
場
定
住
と'い
う
性
格
を
も
つ
の
で
あ
ゐ
。

.

先
に
の
ベ
た
よ
う
に
ケ
ム
ュ
ッ
ッ
市
周
辺
の
麻
織
物
工
業
地
帯
で
は
、
十
五
世

紀
に
ケ
ム
ニ
ッ
ッ
の
中
世
的
漂
白
独
占
に
対
し
て
多
く
の
農
村
都
市
が
も
ぐ
り
の
漂
白
所

^

艮
色
げ
症
&

を
建
設
し
、
.
こ
れ
に
よ
っ
て
ケ
ム
二 

.
• 

oal)

ッ
ッ
市
の
中
世
都
市
的
市
場
体
制
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
^
も
.、
農
村
都
市
の
.か
か
る
性
格
を
示
す
も
の
で.あ
る
。.
ま
'た
：ケ
ム
ニ
ッ
ッ
市
内
の

麻
織H

:

の
要
求
に
：基
く
市
当
局
若
し
く
は
ラ
，

x

デ
ス
へ
ル
の
農
村
織
物
工
業
べ
の
制
限
に
対
し
”
こ
れ
ら
め
周
辺
農
村
工
業
都
市
が
周
辺
農
村
で

，の
麻
織
物
を
都
市
の
名
で
.ケ
ム
一
一
ッ
ッ
や
ロ
ホ
リ
ッ
ッ
.の
漂
白
所
へ
持
.ち
こ
む
こ
と.に
よ
り
、
ノ
そ
れ
ら
制
限
策
の
実
質
的
意
図
を
：骨
抜
き
.に
し

V
(

注
2)

し
ま
っ
た
..の■.•も
、.
同
様
の
事
を
示
し
て
い
る
：。'こ
の
よ
う
な
農
村.工
業
の
進
展
を
背
景
と
し
た
：農
村
都
市
の
拾
頭
こ
そ
、
ケ
ム
-

ッ
ッ
漂
白
独
占

(

注
3)

.■を
崩
壊
.さ
.せ
:'
ロ
ホ
リ
ッ
ッ
漂
甴
所
の
公
認
を
始
め
と
す
る
一
連
の
譲
歩
を
中
世
都
市
側
：に
行
わ
せ
た
原
動
力
で
あ
る
。
.
さ
ら
に
農
村
都
市
の

こ 

の
よ
う
な
性
格
：は.、
：
と
れ
ら
の
農
村
都
市
が
ケ
ム-
ッ
ッ
芾
の
禁
制
圏
か
ら

】

：
定
の
距
離
を
置
い.て
成
.立
：1>
て
：い
る
と〈

い
ー
う
事
実
に
も
示
.さ
れ 

る
。(

前
節
第
一
図
参
導
つ
ま
り
ケ
ス
，
'-
ッ
：：ッ
市
の
求
心
的
市
場
体
制
に
対
し
て
、：
こ
：れ

ら

農

義

市
0
市
場
体
制
は
明
ら
.か
に
多
元
的
中
心
地
を 

も
っ
分
散
的
、.
遠
.心
的
な
そ
れ
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
；の
.ベ
た
が
：、：

(

前
節
第
.一
図
参
照
> 
こ
れ
も
農
村
都
市
の
農
村
エ
業
中
心
地
=
局
地
間
分
業 

.の
結
|̂
点
と
し
て
：の

性

格

を

よ.<
*
示
^
て
い
る
‘と
.い
.，え
.よ
‘う
'。
：
.

近
世
初
頭
中
部
ド
ィ
ッ
の
農
村
都
市
、，
市
場
町
に
つ
い
て

(

三)

丨 

J
.

九

(

九olij)
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‘
、

:
八
.
.
.
:
'
.
.
,

(

>
■

■r'
:

 
:
:
. 

' 

へ

.
、

.
、

' 

.

.

.
- 
二 
〇
.
'

(

九
.〇
四〉 

我
々
は
金
厲
エ
業
に
つ..い
て
は
、
：ハ
娥
雜
エ
業
程
よ
く
把
握
し
え
：な
い
が
、
そ
れ
で
も
求
心
的
市
場
体
制
と
遠
心 

化
の
過
程
め
お
け
名
後
者.の
前
者
へ
.の
優
位
等
に
.つ
い
ヤ
知
ヵ
え
た
。, 

.U 

:: 

X
V
.::
-
:
. 

.

: ,

'

:
. 

’ 

_ 

と
こ
'ろ
で
こ
の
よ
戈
な
農
村
都
市
の
農
村
エ
廣
の
中
心
地
点
と
.し
て
の
性
格
は
、_
 

,必
ず
し
も
純
粋
な
形
セ
あ
ら
わ
れ
る
と
は
い
え
な
'い
の
.で
あ 

っ
て
、
む
し
ろ
.こ
；れ
と
対
立
、.矛
盾
す
：る
よ
う
な
中
世
都
市
的
性
格
を
も
つ
場
合
さ
え
あ
る
の
で
あ
る
。

.農
村
都
市
の
中
世
都
市
化
は
、
我
々
が 

先
に
化
石
化
現
象
と
表
現
し
た^ .

の
：で
あ
る
が
、
本
節
に
お
い
て
ぼ
、
，

£

0
農
村
都
市
の
.化
石
化
現
象
.
_

(

或
は
上
昇
転
化
現
象̂
 ̂

ヶ
ム 

ニ
ッ
ツ
周
辺
の
麻
織
物
工
業
地
帯
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
い
。マ
我
々
'は
'す
で
に
第
：
 
一'.
節
、
第
一
--
*節
に
お
い
で
、
：
西
ド
イ
ッ
全
般
.や
ザ
ク
セ
ン
地
方 

に
お
；い
て
.中
世
後
期
に
発
生
し
た
都
市
の
中
に.は
.農
村
内
部
か
ら
の
自
生
型
の̂

イ
プ
.と
共
に
、
0

0

9

ル
グ
ノ

や
河
川
の
傍
に
或
る
程
度
意 

識
的
に
連
設
さ
：れ
た'と
想
わ
れ
る
半
中
世
都
市
的
と
も
い.う
中
間
的
；タ
イ
プ
の
小
都
市
群
を
見
出
し
た
の
：

'で
あ
る
が
、
，
と
れ
ら
の
吞
間
的
タ
イ
プ 

の
都
市
の
存
在
は
、..中
世
後
斯
の
：小
都
市
発
生
を
中
世
盛
期
の
古
典
的
中
世
都
市
の
直
接
の
連
続
と

-1
,
て
把
握
す
，る
歴
史
：解
釈 

な
っ
て
い
る
。.こ
れ
と
共
1C
.
.農
村
都
市
の
.化
右
化
現
象
が
：、

r

さ
ら
に
.そ
の
よ
う
な
，歴
史
解
釈
を
有
力
な
もの
と
す
る
の
で
あ
る
が、
我

々
は
表
面
.
 

上
古
典
的
中
世
都
市
か
ら
の
速
続
線
上
に
成
立
し
て
い
る
か
.に
み
え
.る
中
世
後
期
.の
小
都
市
群
の
^;
に
.、
：古
典
的
中
世
都
市.の
分
業
，
^

と
対
立
、
矛
盾
す
る_胜
格
を
も
つ
新
し.い
タ
イ
プ
の
都
市
を
発
見
し
、
さ
ち
に
そ
：の
農
村
都
市
が

一

定
の
歴
史
的
条
件
：の
下
で
中
世
都
市
的
性
格 

を
も
つ
に
到
る
と
い5

風
に
、：
史
実
を
立
体
的
に
読
み
と
る.ベ
.き
だ
と
：考
0

。■
へ

:
:

; 

' 

.

)

ザ
ク
セ
ン
に
.即
し
て
い
.え
'ば
、■

こ
-の
よ
う
な
立
体
的
麼
史
解
釈
を
必
要
と
：す
る
'の
.，は
ノ
比
較
的
単
純
に
中
世
都
市
的
市
場
体
制
と
近
世
都
市
的 

市
場
体
制
の
対
抗
関
係
が
あ
ら
わ
れ
る
金
属11
:
業
地
帯
よ
り
：は
、.:
:
.
-
'
.

こ
の
対
抗
関
係
が
、
，
表
面
上
読
：み
と
り
に
く
い
繊
維
エ
業
地
帯
な
の
で
あ
る
。
 

先
に
の
べ
た
，よ5
に
、.
'と
の
地
帯
：に
：お
け.る
農
村
都
巿
^
|
^
^
^

住
地
と
-1
.
て
，の
_性
格
を
も
：つ
が
、
同
時
に
と.
.の(

性
格
は
ノ
農
村
工
業
中
心#

の
中
に
農
村
内
部
か
ら
の
自
生
型
都
市
に
混
：っ
て
、
，半
自
生
型
：や
計 

画
的
建
設
型
：■の
都
市
が
存
在
す
る̂

と
に
よ
っ
て
、
最
初
か
ら
、

/

か
：な
り
ぼ
が
さ
：れ
て
い
た
の
，で
あ
る
。
例
え
ば
も
ぐ
り
漂
自
所
が
存
在
し
ヒ
と

- 

(

注 
6 

)

さ
れ
る
諸
都
市
の.中
に
は
自
生
型
五.に
対
し「

て
半
自
生
型
ー'ー、.
計
画
型
五
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
計
画
型
都
市
と
共
に
、
否

. 

■ 

. 

:

そ
れ
以
上」

の
激
し
さ
で
半
自
生
型
、
自
生
型
の
農
村
都
市
は
、：
十
五
世
紀
の
末
か
ら
そ
れ
ま
で
利
害
関
係
の
対
立
し
、
矛
盾
し

あ
っ
て

い
た
ケ
ム 

土
ッ
ッ
市
と
組
ん
で
、
周
辺
農
村
の
農
村
工
業
へ
の
弾
庄
策
を
志
向
し
、
、ラ
ン
デ
ス
へ
ル
に
繰
り
返
し
陳
情
を
行
う
の
で
あ
る
。
尤
も
か
’か
る
苦 

情
は
、
さ
し
あ
た
り
農
村
都
市
全
体
で
は
必
ず
し
も
な
く
、
.農
村
工
業
と
一
番
利
窖
関
係
の
対
立
し
だ
都
市
麻
織
工
や
そ
の
ッ
ン
フ
ト
に

1

っ 

て
，

の
べ
ら
れ
た
も
の
：で
あ
つ
て
、
こ
.
の
た
め
そ
の
苦
情
の
代
^
#
と
し
て
ケ
ム

ニ
ッ
ッ
市
の
麻
織
エ
ッ
ン
フ
ト
や
ケム
ニ
ッ
ッ
市
当
局
が
重
要 

な
意
味
を
も
ち
、
苦
情
の
形
式
も:！
:
ハ
世
紀
に
入
.る
と
共
同
の
苦
情
書
の
形
式
を
と
る
こ/と
は
、
第
十
五
表
に
み
る
通
り
で
あ
る。:

，し

力

し

と

も

か

く

こ
，：

の
.表
を
.み
る
と.、.
;十
六
世
紀
.の
前
'^
に
_お
.：い
.；て
ケ
ム
ニ
..
.
.
ッ
.
.ッ
、
.
.

:

ロ
.ホ
リ
.ッ
，ッ
等
.の
古
典
的
中
世
都
市
と
並
ん.で
'ミ
.
ッ
ト
ヴ

ァ

イ

ダ

、

ハ
イ>
ッ
_
へン
、

チ
ョ
パ
ゥ
、

フ
，ラ
；ン
、ケ
ン
べ
ル
ダ
、
'オ
子
デ
ラ
ン
等
の
農
村
都
市
の
名
が
苦
情
者
の
中
に
度
々
出
て
く
る
。
こ
の
内

,

' 

(

注 
9)

.

ミ
ッ
ト
ヴ
ァ
イ
ダ
は
十
三
世
紀
に
都
市
的
定
住
と
な
ら
て
い
る
森
林
フ
丨

.へ
村
落
か
ら
の
自
生
型.の
都
市
で
あ
り
、

ハ
イ
ニ'ッ
ヘ
ン
'は
十
三
世
紀 

末
に
農
村
市
場
：

y
i
A
a
i
o
r
e
n
s
i
s

で
.あ
っ
.た
も
の
が
、
都
市
化
し
た
同
じ
く
自
生
型.の
都
市
で
あ
り
、
チ
ョ
，パ
ゥ
は
十
三
世
紀
末
に
小
都
市
的
定 

住
で
あ
り
、
城
塞
を
市
内
に
も
つ
が
、
森
林
フ1
へ
的
耕
地
に
囲
ま
れ
た
一
部
格
子
状
'
.一
部
^
規
則
：な
都
市
形
態
で
あっ
て

、

半
自
生
型
と
目

(

注
11) 

.

, 

(

注 
2
 ン

さ
れ
る
。、
ま
太
フ.ラ
ン
.ケ

ン

べル
ダ
は
i

フ
ー
へ
村
落
か
ら.自
生
的
に
十
五
世
紀
末
に
都
市
化
し
て
い
る
都
市
で
あ
り
、
オ
ェ
デ
ラ
ン
は
十
三 

世
紀
に
市
場
町
、'十
六
世
紀i

は
小
都
市
と
な
っ
て
い
る
森
林
フ
ー
へ
耕
地
に
囲
ま
れ
た

「

部
不
規
則
、

一
部
計
画
的
な
都
市
で
、半
自
生
型
と

.(

注 
3 ン

*
'

想
わ
れ
る
。
.こ
の
ょ
う
に
ケ
ム
ニ
ッ
ッ
市
の
麻
織
エ
と
組
ん
で
熱
心
に
農
村
エ
業
め
弾
氏
を
ラ
ジ
デ

ス
へ
ル
に
要
請
し
た
諸
都
市
は
、

い
ず
れ
も

.

. ■ 

. 

.

.

. 

■ 

■
: 

-

も
ぐ
り
の
漂
白
所
を
も
ち
、
：
農
村
か
ら
の
自
生
型
も
：じ
く
は
半
自
生
型

(

三
対
ニ
.

Q:

比
率)

.

.都
市
で
、

：

名
実
共
に
農
村H

業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
都 

市
な
：ゆ
で
あ
:%
:
-,
.の
内
ミ
グ
.ト
ヴ
ァ
イ
ダ
ば
1
1
:回

、'.
ハ
イ
：一

1-

ッ
：
へ
：
ツ
は

】

一
一
回
、.チ
_
。
ハ"ゥ

が
1
1回
：

フ
ラ
ン
ケ
ン
ベ'ル
グ
が
兰
回
、
オ
工デ
ラ

シ
：が
衣
回
に
ー
县
っ
て
半
世
紀
：の
間
に
苦
情
を
提
出
し
て
い
：备
，の
セ
お
る
が
、
特

に

フ

ン

：ダ

V

ベ
：
ル
.ダ
^
オ4

デ
♦
シ
の
ょ
う
な
、
：
比
較
的
遅

- 

.

. 

-

…

 

.

.

都
市
化
し
、
前
節
の
第
十
表
に
み
る̂
う
に
周
边
の
農
村
：
.エ
業
村
落
も
非
常
：に
多
い.農
村
エ
業
の
中
心
池
が
、
苦
情
.の
熱
心
だ
提
唱
者
で
あ
っ
た 

近
世
初
頭
中
部.ド
イ
ッ
め
農
村
都
市
、
市
場
町
に
つ
い
て

(

三) 

' 
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治

こ
と
は
广
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。

.

ぃ

我
々
は
十
五
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て
み
ら
れ
る
"
こ
れ
ら
農
村
工
業
中
心
地
と
し
て
の
農
村
小
都
市
が
農
村
工
業
弾
圧
者
と
し
.て
の
そ

れ
に
変
化
し
て
行
く
事
実
の
中
に
、
.
先
に
の
ベ
た
農
村
都
市
の
中
世
都
市
化

=

化
^
化

(

上
昇
転
化)

現
象
を
読
み
と
る
こ
と
が
出
来
る
。
尤
も
こ

の
現
象
は
、
必
ず
し
も
都
市
全
体
が
、
直
線
的
に
農
村
工
業
の
鎮
庄
者
と
し
て
登
場
ず
る
と
い
う
形
で
、

'
あ
ら
わ
れ
た
の
で
は
：な
く
て
、
む
し
ろ
.

そ
れ
ら
農
村
都
市
内
部
に
相̂
:立
す
る
諸
勢
カ
が
う
ま
れ-'
そ
の
夫
々
に
よ
っ
て
農
村
工
業
の
擁
護
若
し
く
は
利
用
と
、，
弾
圧
と
い
う
矛
盾
し
た

方
向
が
推
進
さ
れ
た

と

み

る

べ.き
で
あ
る
。
，事
実
千
五
首
五
十
三
年
の
ケム

一'ッ
ッ
麻
織
工
の
苦
情
書
に
お
い
て
は
、
十
四
世
紀
後
半
に
都
市
化

し
.、
森
林
フ
ー
ヘ
耕
地
に
囲
ま
れ
た
道
路
市
場
形
態
の
自
生
型
と
想
.わ
れ
る
小
都
市
ガ
イ
タ
イ
ン
に.お
い
'て
は
、
布
参
事
会
が
、
周
辺
の
村
民
の

都
市
市
場
に
お
け
る
麻
糸
買
付
け
及
び
麻
織
物
販
売
の
自
由
を
保
護
し
て
い
る
と
の
ベ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
農
村
都
市
当
局
の
農
^
工
業
に
対

す
る
軟
弱
な
態
度
こ
そ
、
農
村
都
市
麻
織
エ
を
_し
，て
ッ
ン
フ
卜
に
結
集
せ
し
め
、
か
っ
こ
の
結
合
を
ケ
：ム

 

ーー■ッ
ッ
の
ぞ
れ
に
っ
だ
げ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
農
村
エ
業
へ
の
]£
迫
を
追
求
せ
し
め
た
理
由
で
あ
る
が
、

そ
の
背
後
に
は
、
島
村
都
市
内
部
にお
け
る
農
村
工
業
擁
護
者も
し
く
は
利
用

者
が
存
在
し
て
い
る
の.で
あ
る
。
同
じ
苦
情
書
の
中
で-v
.ケ
ム
ニ
ッ
：ッ
麻
織H

は
、
_か
か
る
擁
護
者
と
し
て
：市
参
事
会
と
封
建
貴
族
、
，
ま
た
利
用

者
と
し
て
は
染
色
エ
、
小
売
商
人
、
市
参
事
会
員
、
..市

役

人

等

を

あ

：げ

..る

と

共

に

一
一ュ
ル

ン

ベ
ル
ダ
®
入

と
.V
っ

た

都

市

外

の

勢

力

を
%■
指

摘

し

て
マ
こ
の
内
特
に
加
エ
業
者
と
ー
し
て
ケ
ム
ー
ー

(

ッ
ッ
漂
白
独
占
に
棘
抗
す
る
染
色
業
者
や
、
も
ぐ
り
潭
台
を
始
：

め
、
ケ
ム
ニ
ッ
ッ
の
営
業
独
占
に

.

: 

S

17)

■
:

対
立
す
る
様
々
の
方
策
を
と
る
小
売
商
人
等
は
、
農
村
都
市
内
に
お
け
る
農
村
エ
業
擁
護
：者

と

-:
1
>
:て.は
注
目
す
べ
き
存
在
で
あ
る
卩
こ
れ
に
対
し

同
じ
く
農
村
工
業.の
進
展
に
利
益
を
感
じ
て.い
て
も
、
封
建
貴
族
や
商
人
資
本
、
、

〈

含
ら
に
こ
れ
と
結
合
し
：て
い
る
市
参
事
会
員
達
め
場
合
に
.は
、
：

あ
く
ま
で
生
産
の
外
部
が
ら
生
產
を
把
握
揮
し
、
.利

益

を

う

る

と

：：い

う

点

に

、お

い

て

は

、
：
ケ

ム

：
ーー/
ッ

ッ

市

を

中

心

と

す

る

麻

織

エ

ッ

シ

と
そ
れ
程
の
差
が
办
い
と
：.v
'
.わ
ね
ば
な
る
錄f

。
尤
も
封
建
的
身
分
的
産
業
資
本
と
し
て
：の
ツ
^
フ
ト
の
農
村
エ
：業
弾
氏
と
い
う
、
よ
り
守
旧
的
、

態
度
に
.比
べ
、/'
農

村

エ

業

め

進̂
を
自
己
.に
有
利
な
も
の
^
変
形
し
.っ
っ
利
用
す
る
上
い

)

う
商
入
資
本
の
.態

度

に

巧

近
世
初
頭4

部
ド
イ
ッ
の
農
村
都
市
、
：市
場
町
に
っ
い
て

(

三)

. 
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ニ

,©
兌

〇
八)

fe
わ
し
ぃ1

歩
進
ん
だ
資
本
の
存
在
様
式
を
見

23

す
こ
と
が
出
来
る
が
、
•*
■

市
の
主
体
的
発
展
の
畠
に
は
、
農
村
都
市
内
部
及
び
肩
辺
農
村 

と
の
分
業
及
び
市
場
関
银
が
決
定
的
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
件
が
：不
十
分
，も
し
く
は
欠
け
て
い
る
場
合
に
は
、
商
人
資
本

.の

.農
村
工
業
利
用
は
、
、
前 

,貸
問
屋
制
度
と
い
う
新
し
い
商
人.に
よ
る
生
產
者
支
配
：の
方
式_を
：う
.み
だ
す
^
留
^
^ ̂

に

お

い

て

も

十

六

世

紀

身

半

^

ら 

•十
七
#-
:
紀
に
.か
け
て
..11.

ュ
ル
ン
へ
ル
ダ
商
人
資
本
によ
る
か
か
.る
生
産
者
支
配
体
制
が
、
上
ラ
ゥ
ズィ
ッ

ッ
地
域
.に
い
ち
.早
く
実
施
さ
れ
た
ッ 

ン
フ
ト.

*
ヵ

ゥ

フ

：
の.導
入
と
い
う
形
、で
成
立
し
た-
と
は
、
こ
.の
$

か
よ

う

に
農
村
工
業
を
擁
護
す
る
主
体
的
勢
力
に
お
い
.て
：、
か
な
り
複
雑
な
、
相
互
に
衝
突
し
合
う
利
害
の
保
持
^ ,
が

見

出

さ

れ

る

が

、
.こ
の 

内

農

村

エ

業

，

(

坐
産
過
程)

ゝ
に
よ
り
密
着
-:
1
>た
人
々
こ
そ
が
、.
.農
村
工
業
の
ホ
心
地
：と
し
、て
.の
農
村
都
市
の
発
展
を
主
体
的
に
追
究
す
る
層
で
あ 

.る
と
い
え
る
。

ザ
ク
セ
ン
に
お
い
て.は
都
市
内
部
.に
.お
け
る
か
か
.る
.勢
力
へ
の
反
対
者
達'の
強
力
な
存
在(

麻
織
工
ッ
ゾ

-7
ト
結
成
に
象
徴
さ
れ
る

) 

と
共
に
、：

一
一
ュ
ル
ン
べ
ル
ダ
商
人
資
本
の
優
位.に
示
さ
れ
る
ド
イ
ッ
内
外
で
の
.不
均* #
な
分
業
、
市
場
体
制
の
確
立
、
さ
ら
.に
そ
れ
を
可
能
と
し 

た
と
こ
ろ
の
基
本
的
要
因
と
し
て
の
封
建
制
の
強
固
な
残
存
と
：苒
編
成
等
の
外
部
要
因
が
、
農
村
都
市
内
部
の
農
射
工
業
と
の
連
帯
派
.の
純
粋
な 

.成
長
を
妨
げ
る
0
で
あ
る
。

■

'

.

'

と
こ
，ろ

で

農

村

都

市

内

部

に

.お
い
て
最
も
頑
強
に
農
村
工
業
に
抵
抗
し
た
の
は
、
' 
い
う
ま
で
も
な
く
寐
織
工
達
：で
あ
り
、
そ
の
結
集
団
体
で
あ 

る
ッ
ゾ

フ
ト
で
あ
る
。
元
来
こ
れ
ら
；の
農
村
都
市
に
は
.十
五
世
紀
前
半
ま
で
ば
、

ッ
ン
フ
ト
が
殆
ど
無
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
十
五
世
紀
後
半
以 

来
続
々
と
結
成
さ
れ
る
：に
到
る
の
で
あ
る
。
今
ッ
ン
フ
ト
結
成
を
時
代
順
に
示
せ
ば
、

フ
ラ
イ
べ

'ル
ダ
、

ヶ
ム
.一
一
ッ
ッ
、

口
ホ
リ
ッ
ッ
の
よ
う
な 

1
:
~1:
都
市
は
夫
々
十
三11
紀
末
ヵ
ら
十
四
#-
紀
^
半
に
.ッ
ン
'.フ
ト
の
.結
.成
を
.

て̂
..い
る
.が
、..：農
.杖
都
市
.の
方
.は
ミ
、ッ
ト
ヴ
ァ
イ
ダ
、
^
:
,千
3
.ET
四
十 

九
年
、
ブ
ラ
ン
ヶ
ン
ベ
ル
グ
が
千
四
百
六
十
四
年
、
，
ガ
イ
タ
イ
ン
：は
千
四
百
七
十
七
年
、
オ
エ
デ
ラ
ン
が
千
四
百
九
十
ー

|
年
、

ハ
ー
イ
ー
一
ッ.へ
ン
が 

千
五
百
四
年
前
"
レ

ン

ゲ

フ

エ

，ル
ド
が
千
五

.百

十

年

前

後

、

ブ

ル

ダ
.シ
ュ
テ
ッ
ト
が
千
五
百
十
一
一
年
、
チ
ョ
パ
ゥ
が
千
五
百
一
_
J十
八
年
前
、

シ
ュ 

ト
ル
べ
.ル
タ
千
五
百
六
十
一
年
、
：
シ
ェ
レ
シ
べ
ル
ダ
は
千
五
百
六
十
八
年
前
、
等
と
十
五
世
紀
後
半
か
ら
、
十
六
世
紀
前
半
の
二
世
紀
に
集
中
的

に
获
立
し
て(

、r
&。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
ツ
ン
フ
ト
結
成
の
時
期
は
、
先
に
み
た
通
り
都
市
麻
織
物

H
.

の
農
村
工
業
へ
の
苦
情
提
出
の
時
期
と

(

注
23)

略
々
一
致
し
て
い.る
。
事
実
農
村
工
業
に
対
す
る
苦
情
は
、
農
村
都
市
当
局
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

ツ

.
y
ヮ
ト
に
よ
っ
：て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
 

し
か
も
こ
れ
ら
農
村
都
市
の
麻
織エ
ツ

ン
フ
ト
は
、
自
己
の
都
市
の
市
参
事
会
に
苦
情
を
提
出
す
る
よ
り
は
：、

ケ
ム
，

-r

ツ
ツ
市
の
参
事
会
を
通
し 

て
ラ
ン
デ
：ス
へ
ル
の
下
へ
提
出
す
る
と
い
う
廻
り
道
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

ハ
イ
ツ
は
、
夫
々
の
市
参
事
舍
の
政
治
力
の
弱
さ
及
び

ツ
ン
フ
ト
の 

f

を
そ
の
理
由
に
あ
げ
て
い
る
が
、そ
れ
と
共
，に
先
に
指
摘
し
た
農
村
都
市
内
部
で
の
農
村.工
業
べ
.の
態
度
の
分
裂
及
び
、
市
参
事
会
の
農
村

(

注
24)

X
業
へ
：の
好
意
的
態
度
が
指
摘
さ
れよ
う
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
農
村
工
業
に
対
す
る
抗
議
運
動
を
有
効
に
組
織
す
る
た
め
に

.は
：、
農
村
都
市
ツ
ン
フ
トは
、

ケ
ム
一
一ツ
ツ
市
参
事
会
と
の 

速
絡
の
也
に
、

ケ
ム
一
一
ツ
ツ
麻
織
エ
ツ
ン

」

フ
ト
を
頂
点
と
し
た
ツ
シ.フ
ト
聊
合
を
結
成
す
る
の
で
あ
る
。
.
こ
の
ツ
ン
フ
ト
聯
合
は
'
す
で
に
千
西 

百
三
十
年
頃
に
ケ
ム
一
一

.ツ
ツ
、■ 

ロ
ホ
■リ
ツ

ツ
等
に
よ
り

結
成
さ
れ
て
い
た'が
、
十
六
世
紀
初
頭
、
農
村
工
業
と
の
矛
盾
が
高
ま
る
中
.で
ケ
ム
ニ

 
：ツ

ツ
、
一
ロ
ホ
リ
ツ
ツ
と
共
に
ガ
イ
タ
イ
ン
、
ミ

ツ〈

ト
ヴ
ァ
イ
ダ
'
'チ
ョ
パ
ゥ
、r
オ
エ
デ
ラ
ン
、

フ
ラ
ン
ケ
ン
べ
ル
グ
、

'
 

ハ.
イ
ニ
ツ
へ
ン
が
参
加
し

■ 

\ 

.

(

住
25)

て
、
都
市
麻
織
エ
の
地
方
的
利
益
団
体
と
し
て
活
躍
を
始
め
て
い

.

る
。

そ
し
て
千
五
百
五
十
ニ
年
に
ザ
ク
セ
ン
領
内
十
八
め
都
市
の
麻
織
エ
ツ
ン 

フ

ト

は「

ツ
ン

フ
ト
を
も

つ
ザ
ク
セ
シ

侯

国

諸

都

市

の

麻

織

物

エツ
ン
フ
ト
規
約」

の
協

定
を
行
い
、
ツ
ン
フ
ト

の

結

集

を

深

め: '

千
五
：酉
五
十

(

注
26)

七
年
に
は
ザ
ク
.セ
ン
侯
によ
り
こ

の
規
約
が
承
認
さ
れ
、.領
邦
国
家
体
制
の
下
で.の
安
定
し
た
法
的
地
位
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
よ

. 

-. 

■ 

,

う
な
ツ
ン
フ
ト
同
士
の
結
集
は
、；
農
村
工
業
へ
の
苦
情
提
出
を
共
同
で
行
う
こ
と
に
も

.は
っ
き
り
と
：あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
：例
え
ば
千
五
百
二
十
八

. 

.. 

- 

.

•

年

の

苦

情

書

は

、

ケ

ム-1

ツ
ツ
市
参
事
会
が
、

チ
ョ
.

パ
ゥ
、
オ
ェ

デ
ラ
ン
、:

フ

.；
ラ

^
ケ
'
.ンー
べ.ル
ク
、
ハ
イ
.；ニ
.ツ
へ
ン'

の
麻
織
：エ
の
名
で
農
村
麻
織

(

注
27) 

，
 

'

.

H:,

の

禁

止

を

訴

え

て

：.い

る

。

と
こ
：ろ
で
，こ
の
よ
う
な
農
村
麻
織
工
の
ツ
ン
.フ
ト
及
び
そ
の
聯
合
に
依
拠
し
て
の
、
.執
換
な
農
村
エ
業
へ
の
苦
愾
は
、
制
限
さ
れ
た
市
場
目
当

. 

.

.

.

 

-

て
の
封
建
的
、
身
分
的
産
業
資
本
家
も
し
く
は
小
生
產
者
に
相
応
お
し
く
、

,:
.農
村
麻
織
物
業
.の
制
限
も
し
く
は
禁11
1
に
よ
っ
：
て

ぺ

自
0 ,
の
生
産
及

'

近
世
初
頭
中
部
ド
イ
ツ
の
農
村
都
市
、
市
場
町
に
つ
い
て(

三)

 

.

.
ー

云

'
へ
夂
0

九)



- 

1

•

\

:

:
 

ニ

六

自
 

1>
廣
業
独
占
を
維
持
:1
.
よ
う
^

す
る
も
の
：で
あ
づ
た
。)

：そ
：し
.て
：苦
情
書
作
成
衿
^
^

が
主
体
と
な
っ
：
て
調
查
寸
る
。：：

'
つ
士
り
そ
の
代
表
者
杖
農
村
へ
行
き
、
''
:;村
長
若
し
ぐ
は
村
民
か
賢

.物
が
生
産
さ
れ
て
い
る
か.を
聞
き
出
し
、
こ
れ
を
一

::

覽
表
を
作
成
し
、,
こ
れ
に
苦
情
書
を
附
け
て
ラ
ン
デ
ス
へ
ル
の
下
べ
提
出
す
る
の
で
あ
る
。
 

そ
し
て
ラ
ン
デ
ス
へ
ル
は
、
'：:
十
五
世
紀
後
半
以
来
発
布
：さ
れ
て
い
る.ラ
.ン
ト
条
例
に
,

て
';
>
.
,
都

市

手

工

業

者

に

有

利

な

裁

定

を

す

る

わ

け

で 

あ
る
。
こ
う
し
.て
合
法
的
な
農
村
工
業
に
対
す
る
抗
議
行
動
は
、
：
ラ
ン
#

ス
へ
ル
も
し
ぐ
は
そ
の
役
人
の
面
前.で
の
協
定
、
.地
域
载
判
所
で
の
審 

理
及
び
ラ
ン
デ
ス
へ.ル：：

自

身

の

文

書

悴

よ

る

裁

決

と

：
い

.っ
；た
成
果
を
う
る
の
で_
ぴ
。’
尤

も

こ

の

：過

程

に

：
お
い
：
て
、農

村

の

側

の

抵

抗

が

み

ら

れ

る 

の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
千
五
百
三
十
四
年
に
ブ
ル
グ
シ
ュ
デ
ッ
ト
市
近
郊
の
^

ル
.卜

マ
れ
ス
ー
ド
ル
フ
村
で
を
.
農

村

麻

戠

エ

が

村

長

の

家

に

集 

ま
り
、，
村
長
が
都
市
の
調
赍
を
相
否
し
た
こ
と
を
.支
持
じ
て
：お
り
、':
調
靈
活
動
が
、.
常

に

ス

个

い
こ
と
は
ラ
ン
デ
ス.ぐ
ル
が
都
市
ッ
シ
フ
ト
の
味
方
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
事
が
農
村
エ
.業
.に

関

す

る

限

り

個

々

の

村

落

を

支

配

す

る

钍

建

貴

族 

は
、
農
村
麻
織
工
の
利
害
を
代
弁
し
、
こI

、
I

ッ
ジ
フ
ト
の
抗
議
行
動
の.有
歉
性
が
、
か
な
；り
そ
が
福

I
。

封
建
貴
族
ば
、：
村
内
に
手
工 

業
者
ガ
い
る
の
は
古
く
か..ら
の
：慣
習
で
あ
る
と
い
う
論
拠
で
ノ
都
市
も
し
ぐ
は
ラ
ン
.デ
ス
へ
ル
の
農
村
エ
業£
迫
策
に
抗
弁
し
て
い
る
。
例|
 

千
五
百
七
十
三
年
に
ラ
ン.デ
ス
へ
ル
の
：ア
ゥ
ダ
ス.ト
は
農
村
工
業
に
関
し
て
グ
ロ
ス
•
ゲ
ル
卜
マ
ン
ス
ド
ル
フ
の
村
落
領
主
の
ア
ル
ン
ぺ
ッ
ク
を 

起
訴
人
、

フ
1フ
イ
：
べ

ル

グ

市

の
.麻

織
^
を
被
告
と
し
て
裁
判
を
行
っ
て
い
る
し
、
千
五
百
ニ

 
f
八
年
の
ヶ
ム
ニ
ッ
ッ
、
ガ

イ

タ

イ

く

、
イ
ー
ー
ッ 

へ
ン
、

チ
ョ
パ
ゥ
、
オ■•
エ
デ
ラ
ン
、

フ
ラ
ン
ヶ
ン
ベ
ルダ
の
六
都
市
共
同
苦
情
書
で.取
り
上
げ
ら
れ
た
農
村
麻
織
エ_に
関
し
て
、.
ア
イ
ン
ジ
ー
デ 

ル
家
の
貴
族
は
そ
の
麻
織
工
の
合
法
性
を
訴
え
て
い
^

こ

の

よ

う

に

麻

織

エ

自

身

を

：始

め

封

建

貴

族

# -
の

農

村

エ

業

擁

輝

の

運

動

と

共

に

農

村 

荷
市
内
剖
に
も
こ
れ
に
同
情
的
な
立
場
に
立
つ
も
の
も
‘い
て
、
麻
織
エ
ッ
ン
フk
は
時
に
は
合
法
的
な
抗
議
行
動
の
枠
を
こ
え.て
、
暴
力
的
打
毀 

し
運
動
を
行
っ
た
場
合
さ.え
あ
る
。
例
え
ば
ヶ
ム
一
一
ッ
ッ
市
民
に
千
五
百
ニ
士
一
年
に
ャ
丨
ン
ス
ド
ル
フ
村
.に
押
し
か
け
村
内
の
十
八
の
麻
織
機 

の
内
十
六
を
被
壊
し
た
し
、

フ
ラ
ン
ケ
ン
べ
ル
グ
で
も
ガ
イ
タ
イ
ン

.で
も
そQ

よ
う
•な

事

牛

、̂
,
お

き

て

(

送

0

さ
て
都
市
麻
織
エ
ツ
ン■フ
.ト
の
、
平
和
的
か
つ
暴
力
的
な
農
村
工
業
に
対
す
.る
抗
議
運
動
は
、
当
時
の
封
建
支
配
体
制
の
頂
点
に
あ
っ
た
、，
領 

,
1
4む
に
.よ
っ
て
強
カ
に
支
持
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
必
ず
し
も
彼
等
自
身
.の
意
図
通
り
'の
、
農
村
.工
業
の
一
方
的
制
限
も
し
く
は
禁
止
を
結

— 

(

::
 ̂

5 

, 

' . 

*

果
し
た
と
は
い
え#

^
°
こ
れ
は
彼
等
自
身
が
、.原
料
供
給
基
地
と
し
て
の
農
村
を
背
景
に
も
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と

.い
う
事
情
以
外
に
、
農 

村
都
市
内
部
に
お
け
る
染
色.

H
、

小
売
商
人
の
よ
う
な
農
村
工
業
に
よ
り
密
着
し
た
人
.々

が
存
在
し
て
い
た

こ

と
や
、
直
接
間
接
の
南
ド
ィ
ツ
商 

人
資
本
.
i

-ュ
ル
ン
べ
ル
グ
商
人

)

や
オ
ラ
ン
ダ
、
英
国
の
商
人
が
：農
村
工
業
：を
把
握
し
よ
う
と
：し
た
こ
と
：、：
さ
ら
に
封
建
貴
族
の
頑
強
な
抵 

抗
等
の
諸
事
情
が
絡
み
あ
っ
て
い.た
た
め
で
あ
る
。
：
た'だ
他
面
に
お
い
て
麻
織

H

ツ
ン
フ
ト0

農
村
工
業
圧
迫
運
動
に
幸
い
し
た
事
情
も
あ
っ
た 

の
で
、
こ
‘こ
に
こ
れ
ら
‘両
面
：の
作
用
の
合
成
物
と
し
て
、
.
商
人
資
本
を
頂
点
と
し
、
都
市]#
_

エ
ツ
_ン
フ
ト
を
強
力
な
媒
介
項
と
す
る
農
村
工
業 

の
問
屋
制
前
貸
体
制
へ
の.包

摂

の

過

程

が

始

ま

.る

の

で

あ

る

0

と
こ
ろ
で
都
市
麻
織
工.ツ
ン
フ
ト
.に
幸
，い
し
た
事
情
と
は
、
当
時
領
主
と
農
民
の 

力
関
係
を
領
主
側
に
有
利
：に
変
え
た
農
民
戦
争
の
敗
北
が
、
ま
ず
あ
げ
ら
れ

.る
。
元
来
西
南
ド
ィ
ツ.か

ら

中

部

ド

ィ

ツ

ま

で

を

：席

巻

し

た

ド

ィ

ツ 

農
民
の
封
建
領
主
支
配
べ
の
抵
抗
は、

英

仏の
そ
れ
に
.比
較
し
て
受
動
的
性
格
を
否
め
な.い
め
で
^
る
が
、

.•'

.こ
の
た
；め
農
民
戦
争
の
敗
北
は、

> 

.

(

注
36)

他
国
の
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
農
民
に
不
利
な
関
係
を
..つ
く
り
出
し
た
。
ザ
ク
セ
ン
地
方
で
は

H
,

ル
ツ
山
地
地
帯
の
西
部
、
V
金
属
工
業
地
带
と
繊 

維
工
業
地
帯
の
接
点
で
あ
る
ツ
ヴ
ィ
ヵ
ゥ
か
ら
'

V

ュ
ト
ル
べ
ル
.ダ
、

シ
ェ
レ
ン
べ
ル
グ
，に
か
け
て
の
一
帯
に
お
い
：て
農
民
戦
争
，へ
の
積
極
的
参
加

(

t 

Jノ
 

*

が
み
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
ゆ
が
、
こ
の
戦
争
の
敗
北
の
影
響
は
、

.ザ
ク
セ
ン
：

」

带
に
及
び
、
そ
れ
：ま
：で
比
較
的
農
民
に
有
利
に
展
開
し
か
け
て
い

■ 

■ 

- 

.

.

.

.

.

.
 

-

た
農
村
内
部
の
力
関
係
は
、
ラ
シ
デ
ス
へ
ル
，は
勿
論
個
々
の
封
建
貴
族
に
も
有
利
な
も
の

と
な
.'つ
て

い

く

。
，
特

に

農

村

工

業

の

.同

情

者

と

し

て

立 

ち
現
わ
れ
て
い
た
封
建
貴
族
が
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、

'
小
規
模
と
.は
い
え
«
営
地
経
営
の
強
俗
、
拡
大
を
志
向3
、
そ
の
為
の
労
働
力
獲
得
の

.

.

.

.
-、
主

38

ノ
 

.
 
'

規
制
を
農
村
ー
へ
帯
に
実
施
.し
た
こ
と
は
、.
：農
村
エ
業
の
発
展
忙
.は
太
き
な
阻
正
要
因
と
な
っ
た
。
こ
0

事
情
の
他
に
都
市
麻
織
エ
尤
幸
い
し
た
事

情
と
し
て
は
、.

織
物
S

I

品

が

十

六

蜜

半
^
^

* 

..

..

.

あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
は
う
な
品
質
転
換
は
明
ら
か
：に
、
生
産
技
術
の
：：ー,
層
办
進
展
の
'诚
果
で
あ
り
、
''
.
,
-需

要

.%
増
大
：し
た
の
で
あ
る
が
ぐ
ザ
ク
セ
ン
：
 

近
世
初
頭
中
部
ド
ィ
ツ
^
農
村
都
市
、
市
場
呻
に
つ
い
て(

三
_

>
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.
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ニ

)



但 し B M = フ:一へ農民もしくは家持市民 *  I w の下段のがは同居人の四割が家族持， 

Gti> =菜園所有農 六割が単身者• （独身とは限らず）として，

H sl=小屋住農 家埯持の分を一家四人•のI f 算で割って算

iw = 同居人 m した敎字（同居人への税は人頭税)
G. Heitz Landliche Lemenproduktion in

'Sachseh，SS 34〜35: K. Blaschke, Historisches Ortaverzeichnis
von Sachsen, Bd 2, 3 より作成。

采均資 
鹿単位
ショッ 
ク

都市名
都市由体や階級分化 周辺農村工業村落の分化 周辺一般農村の分化

BM Gtn HbI Iw BM Gtn Hsl I'v BM Gtn Hsl Iw

126 Cheihnitz
539

40.9%

33

5

40

.5%

1050
735

53.6%

359 

39. 7%

49 61

.2%

622 
435 

4 8 .1 %

351 

36. 4%

11

5

46

,9%

795 
557 

5 7 ,1%

52

40

Mittweida
296 

65. 6%

222 ‘ 
155 

34. ,4 %

251

50,9%

7

. 1 %

324
227
46%

368 

44. 4%
( I  8 

1,1%

644
451

54.5%

Hainichen
130

61.6%

121 
85 

38. 4%

268 

3 5 .1%

| 31

4%

664
465

60.9%

174

38.2%

21

4.6%

373
261

57.2%

44 Lengefeld
90 

72. 6% '

48
34

27.4%  
： ■

192 

4 9 .1 %
3 1 11

3. 6%

264
185

47.3%

106

57.3%

4

2.2%

107

40.5%
i: ...

, 3 6 Zschopau
237

88.8%

43
30

11.2%

47 

4 6 .1%

64 
45 

4 4 .1 %

221

51.5%

25

8

11

.4%

246 
172 

4 0 .1%
* -

29 Schellen-
berg

38 

65 .5%

29
20

34,5%

121

48.6%

28 

11 .2%

143 
100 

40. 2 %

162

44.5%

39

17

2 4 ! 

.3%

• , ■■ 
198 
139 

38. 2 %
广ノ ' • 

26 Stollberg
. : .

166

53.5%

 ̂■
206 

• 144 
46.5%

117

3 9 .1%

7

11

27

.4%

211
148

49.5%

374

45.8%

44

8

23

.6%

533
373

45.6%

40 Franken-
berg

123

51%

169
118
49%

318 

3 6 ,1%

3 1 丨 49 

9 .2 ^

688
482

54.7%

85

44.3%
6 1 3 

4,7%

140 
98 

5 1 .0%

61 Oederan
216

50,2%

305
214

49.8%

162

46.5%
411 ユ9 

17.7%

177
124

35.8%

235

54.8%

5 [ 丨15: 

16,1 %

178 
125 

2 9 .1%

29 Burgstadt
48 

39. 7 %

22

18.2%

73 
51 

4 2 .1 %

278

38.8,%

33

4.6%

579
405

56.6%

245

45.3%

11

2%

407.
285

52.7%

k

Hohenstein
84 

39. 3%

185
130

60.7%

217

47.8%

49

15

22

.6%

237 
166 

36. 6%

127

51.8%

5

2

2

, 9%

159,
111

45.3%

ニ
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第 1 6 表

近
世
初
頭
中
部
ド
イ
ツ
の
農
村
都
市
、
市
場
町
に
づ
ぃ
て
八
三

)

.
に

お

左

は
1'
こ
の
技
術
が
.南ド
イ
ツ
I

く
は

f

ン
ダ
商
人
資
本
に
I

て
外
^
^
^

众
生
産
.力
発
展
を
背
景
.に
し
f

の
技
術
導
入
は
”
.遠
隔
地
沛
場
め
大
暈
需
要
真
に
：商
八
資
_

優
位
を
、：へ
ザ
ク
.セ
：

X.

地
方
に
お
い
て
確
立
：し 

.

た

の

で

餘

が

、イ
商
入
資
本
は
こ
|

位
ー
の
|

達

村

議

を

自

已

の

下

1

 

ン
’プ
ト
を
利
用
し 

た
の
で
I

。
こ
5

う
I

市
ッ
ン
フ
>
を
利
用
し
乏

^
^

.

に
f

 
.て 
'「

ツ.\

フ

ト
. .

カ
ウ
フ」

と
い
う
；パ
ツ
ン'フ

ト

塞

じ

て
'集

団

.的
^

イ
ツ
商
人
資
本
は
、
こ
れ
を
西
ザ
ク
セ
ン
に
も
適
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

グ

ン
フ
ト
契
約
の
効
用
は
、
；：こ
の
地
方
の
農
村
工
業
の
支 

術

的

低

位

性

の

了

で

国

際

的

な

大

量

需

要

商

品

と

飞

て

の

.品

質

の

統

—蛙

.(

長
：
さ
.、

幅

)

を

霞

ツ

ン：

フ
.
ト

に
保
証
さ
せ
る
こ
と-
:に
_

 

0こ
つ 

傾
向
は
特
に
染
色
織
物
の
生
産
看
ら
に
南
ド
：イ
ツ
む
け
の
i

加
工
用
ゆ
粗
麻
織
物
の
生
産.へ
と
転
換
さ
せ
ら
れ̂

強
ま
る
.の
で
あ 

る
が
、,
生

産

馨

及

び

：市

場

条
_
に

存

る

不

均

等

性
.は
、
I

の
優
位
を
保
証
す
る
こ
とI

る
。
'

'

I他

南

ド

イ

ツ

交

資

本
5

 

I

と
麻
と 

の
.混
紡
織
物)

霉

の

：導

入

に

も

努

力

し

'-
貪

る
こ
と
に
よ
り
、
ザ
ク
セ
シ
麻
織
物
エ
業
全
体
に
対
す
る
支
配
を
確
立
し
た
の
セ
織
ザ
^

ザ
ソ 

.

M

 

外
謂
人
資
本
の
農
村
都
市
を.て
こ
と
し
た
農
村
工
業
塞I

応
し
て
、'
:農
村
都
市
内
部
に
：お
い
て
も
、_

ェ
ツ
ン
フ
卜
は
I

、
そ
れ 

以
外
の
農
村
工
業
によ
り
同
情
的
で
あ0

た
人
々
ま
で
.も
が
、
周

震

村
I

す
る
中
世
都
市
的
な
関
係
の確
立
に
努
め
る
よ
|

な
る
。
す
な
.
 

わ
ち
漂
嘉
物
の
生
言
盛
ん
で
あ
っ
た
時
期
に
お
い
て
ほ

，

こ
れ
ら
農

：村

都

市

は

先

に
.み
た
.
2
う
に
、
も
ぐ
り
漂
白
所
の
集
中
に
は
パ
て
、
周 

麗

村

と

の

市

爵

係
I

心

I

り

え

た

星

產

へ

g

換

が
i

的
^
^

の

集

中

の

蒙

の

上r

農
I

織
工
に
か
な
り
同
情
的
立
場
を
と
っ

h

い
た
染
色
ェ
：や
小
売
商
人
達
も
、：
ツ
ン
フ
ト
.

カ
ウ
フ
に
象
徴
的
に
示 

さ
4

_
よ
う
な
.冲
世
：̂
な

.経

済

外

が

な

農

相

工

業

，へ
の
：規
制
に

.同
調
し
て
く
る
'よ
う
に
な
：り
、

こ
に
農
村
都
市
内
部.に
お
.い
て
都
市
麻
織
物



都市名
資産額 一

Oederan Frankenberg Chemnitz Mittweida •

0 —1 4 0 フローリン 78.9% 53.9% 44.3% 24.8%
141〜2 8 0 フローリン 10,5% 26.4% 19,0% 15.5%
281〜5 6 5 フローリン 8.5% 19.8% 2 1 .1% 29. 5 %
566〜8 5 0 : .クロ'一 リ V 1 1% { : — ；: 7.7% 9.5%

851〜1425 7 , ローリ、/ 1 .0% ....... 4.6% 8.5%

1426〜2 8 5 0 ラロ 一リン ' — . ..卜:— ,.. 1.8% 12.2%

2 8 5 1 ソロ… リ、ノ 以上 ----- • ,  — 1.5%

.r' ' .へ： .ノ ゾ 
.... , 100.0% 100. 9 % 100.0% 100.0%

第 1 7 表 .. ' _+ •

階 '. 層. 納税者の数 全体との割合 農村麻織  
エ の 数 全体の割合

小屋住農, 菜園所有農, 1 フ一へ農 147 6.0% 31 1 1 .0%

* フーへ農 591 24.9% 85 3 1 .0%  •/

f フーへ農 4 564 . 24.0% 41 15,0%

1 フーへ興 95 3.9% ：11 4. 0%

1 フーへ以上所有の農民 39 1.6% 1 0.5%

同 居 八 942 39.6% 104 38,5%

総 計 2,378 100% . 273 100%

G. Heitz, Landliche Leinenproduktion in Sachsen, S. d i ,

第 1 8 表

近
世
初
頭
中
部ド
イ
ツ
-の
農
村
都
市
、
.市
場
町に
つ
い
て(

.三)

69.ze, Der Friihkapitalisnius in Chemnitz,A.

ら
出
だ
数
字
は
、
他
：の
ょ
り
確
実
な.数

字

と

略

，
：ー： 

致
し
た
傾
向
を
承
し
て
い
る
。
第
十
七
表
は
ハ
ィ 

ッ
が
他
の
史
料
か
ら
算
出
し
た
同
地
域
の
同
居
人 

を
含
め
だ
階
層
分
化
の
表
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
み 

る
と
同
居
人
が
最
下
層
で
、
こ
れ
に
菜
圆
所
有
農 

'民
、
' 小
屋
住
農
民
が
四
分
の

T

フ

ー

ヘ

所

有

者

と 

共
に
次
の
層
で
、
‘
こ
の
両
方
で
大
体
農
民
の
下
層 

分
解
の
実
態
が
判
り
、.-
セ
れ
に
対
し
て
、
.
フ
ー
へ 

農
民
に
お
い
て
は.一
へ
一
分
の
}
，

(

も
し
く
は
四
分
の 

フ
！

へ
農
民
が
圧
倒
的
大
部
分
で
、
"
中
産
的
農
，
 

民
.の
実
態
が
判
る
。
従
っ
て
下
層
へ
の
分
解
と
中 

.

1
1

層
の
状
態
は
ブ
ラ
シ
ュ
ヶ
か
ら
作
成
し
た
十
六 

.寒
か
ら
で
も
推
定
レ
ぅ
る
ァ
ま
た
都
会.に
：つ
い
て
.
 

の
第
十
八
表
：は
ク
ン
ッ
ヱ
の
作
成
し
た
統
計
で
あ 

る
が
：、

ケA

一一
 

ッ
ッ
、
ミ
ッ
ト
ヴ
ァ
ィ
ダ
、

フ
ラ 

ン
ヶ
ン
ベ
ル
ダ

、
''

オ
工
デ
ラ

ン
に
っ〔

い
て
中
産
層 

.と
卞
層
分
解
に
つ
：いて
は
、

略
同
様
の
傾
向
を
し 

り
，う
る
。
：
' 従
”
0
て
上
層
へ
の
分
解
や
正
確
な
数
字

兰V

 

(

九
一
五)

エ
の
農
村
1
業
へ
0:
敵
対
を
チH

ッ
ク
し
た
要
因
が
減
り
、
先
の
外
部
要
因
と
絡
み
^-
っ
.て
、
都
市
麻
織
物
エ
ッ'ン
フ
ト
の
優
&
が
灌
立
す
る
の

で
あ
る
，
"

-

:

'':
'

. 

.

. :
'
:
'
'
:
:

■
. 

:
.
:
;

.
'
、
^
^
^
 ̂

.

ニ

':

• 

. 

. 

/
.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.
,

»
,
.
/
. 

.'

.

•

*•
.
.

勿
論
こ
の
よ
う
な
都
市
麻
織
工
ッ
ン
：
..ブ
ト
の
優
位
と
は
、
決
し
そ
無
条
件
的
な
も
の
：で
は
な
く
、
南
ド
ィ
ッ
を
始
め
と
す
る
商
人
資
本
の
問
屋

制

的

支

配

下

の

そ

.れ

で

あ

^
、
'
し

か
.%
農
村
エ
業
に
つ
い
て
も
完
全
支
配
と
い
う
よ
り
は
、

.
品
質
検
査
を
.挺
子
と
す
る
間
接
支
配
で
あ
り
、こ
こ

に
農
村
工
業
め
中
心
地
と
し
て
の
農
村
都
市
の
中
世
都
市
化
現
象
の
複
雑
だ
性
格
が
あ

^:
わ
れ
る
の
で
あ
る
，
従
：っ
て
司
じ
南
ド
ィ
ッ
の
商
業
資

本
の
支
配
下
に
あ
っ̂
東
ェ
ル
べ
の
上
ラ
ゥ
ズ
ィ
ッ
ッ
地
方
の
都
市
と
：農
村
め
関
係
が
、
古
典
的
中
世
都
市
中
心
の
非
常
.に
求
心
的
な
そ
れ
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
西
ザ
ク
セ
ン.の
そ
れ
は
、
多
く
の
農
村
工
業
都
市
を
中
心
と
し
た
遠
心
的
な
.

3
,

の
，で

あ

地

従
っ
て
こ
の
地
域
で
は
南
ド
ィ

ッ
商
人
資
本
の
没
落
後
も
、

•

徐
：々

に
で
は
.あ
が
が
、
近
代
化
べ
の
志
向
が.試
み
ら
.れ
る
の
々
! ?
•
.た
だ
そ
の
試
み
が
、

ヶ
ム
ニ
ッ
ッ
の
よ
う
な

中
泄
#
市
と
共
に
農
村
都
市
の
中
世
都
市
化
し
た
も
の
^.
中
心
と
し
て
行
.わ

れ

て

い

っ

た

と

：

ろ
，に
、

封

建

制

度

が

、
な
し
く
ず
し
的
に
解
体
し

て
行
く
形
態
と
し
て:0
領

邦

国

家
.#
:
:|
«
と

対
:^
し
た
、
西
ド
ィ
ッ
の
構
適
停
滞
的
な.分
業
'

=

市
場
体
•制
の
特
微
が
あ
る
の
で
姑̂

と
こ
ろ
で
繳
維
エ
業
に
つ
い
て
以
上
に
み
た
よ
う
な
農
村
都
市
の
中
世
都
市
化
め
現
象
は
、
時
間
的
に
も
か
な
り

.漸
進
的
で
あ
っ
た
が
、
同
時

に
、
農
村
都
市
の
中
に
も
幾
つ
：か
の
タ
ィ
プ
が
う
ま
れ
、
そ
こ

に

お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
中
世
都
市
と
近
世
都
市
の
市
場
体
制
の
対
抗
を
ず
ら
読
み
と 

る
こ
と
が
出
来
る
。

V

.
■
 

■ 

/

.

>
.■、
 

.

■

:

'.

.

.

. 

. 

.

.

. 

. 

- 

.

. 

•

ま
ず
第
十
六
：表
を
み
よ
う
。
こ
の
表
は
：

'例
の
.ブ
ラ
シ
ュ
ヶ
の
ザ
ク
セ
ン
の.歴
史
的
集
落
簿
と
.ハ
す
ッ
の
研
究
に
基
い
て
作
成
し
た
都
市
と
周
辺 

工
業
村
落
及
び
周
辺..一
般
村
落
の
階
層
分
化
の
比
較
表
で
あ
が
。
尤
も
ブ
ラ
シ
ュ
ヶ
の
史
料
に
は
農
村
に

.つ
い
て
は
.フ
ー
へ
農
民
Ob
肖besessene 

M
a
n
n
r

菜

霧

有

農

民 

I
 

o

f

 

4

1

^

 

f
 

1

.

1

1

^

 

i

M

A

. 

E

l

l
 

と
僕
婢
D

i

l

l

,

 

力
L
る)

め
区
n力
し
か
な
し
し
、
；都
市.に
つ
い
て
も
家
持
ち
市
民
へ

b
e
s
e
l
n
e
.

 B
i
i
r
g
e
r

と
同
居
人I

n
w
o
h
n
e
r

の
区
別
し
か
な
い
の
で
、
皆
罾
兮 

化

の

史

料

と

し

て

，は

.華

分

で
.聽

村

に

.つ
；い「

て

論

千

議

、
都

つ

い

て

は

第

十

讓

と

比

較

し

て

み

る

と
S
こ

の
史
料
か



第 1 9 表

• . - . . •

F. Slxjy, Zur Bevolkeru ngs-und Sozialstatistik kursachsischer Kleinstadte,
V.S.W.G., Bd. 28, S. 236.

市^ \

総

戸

数

小 資 產
1〜1 0 0 グルデン

中 资 産
101〜 1000グルデン n g 上

数 %. 数 • '% 数 %

T o r g a u 旧市内 455 59 12.97 306 .67, 48 89 19. 55
新市内 274 195 7 1 .22 79 28,78 , . — ■~ ■..

総.計 729 254 34, 66 386 53. 29 89 12.05
Wittenberg 397 73 18. 4 279 70. 3 45 11.3
Herzborg 262 145 55.3 117 44.7 - .. —

Kembergr 220 56 25. 45 163 7 4 .1 1 0. 45

Jessen 225 148 55.79 47 44. 21 • — ——

Eilenburg 209 76 36.36 132 6 3 .18 1 0. 47

Liiebenwerda 173 105 60.25 68 39.75 - —— ：

Prettin 128 28 21 .87 99 77. 36 1 0 .77
Dommitzscli 128 59 46.1 69 53.9 --- — 」

Bitterfeld 118 71 58. 47 47 4 1 .53 . — — ■

神  Udau 77 51 66. 23 26 33 .77 — —

Schlieben 90 74 82.25 16 17.75 — •

WaHrenbriick 58 48 82.8 10 17.2 — —

Liebigau 71 60 84.5 11 15. 5 ''~ . —

Beigern 175 98 56. ~ 77 4 4 .— *___. -、 __-

は
、
経
済
的
に
は
明
ら
か
に
中
世
都
市
的
性
格
を
帯
び
て
い 

.'る
と
い
え
.ょ
ぅ
0
:
'ご
の
こ
と
は
北
ザ
ク.セ
ン
の
小
都
市
に.' っ 

い
.て
の
第
十
九
表
を
み
て
も
、
そ
の
内
繊
維
工
業
の
盛
ん
な

ト
ル
ガ
ウ
、
：
ヴ
イ
ツ
デ
ン
べ
ル
ダ
、

ア
イ
レ
ン
ブ
ル
ダ
の

一
一
一

(
注
53)

市
が
、
同
様
の
傾
向
を
も
つ
こ
と
か
ら
も
し
り
ぅ
る
。
ま
た 

都
市
制
度
の
上
か
ら
み
る
と
ミ
ツ
ト
ヴ
プ
イ
ダ
、
チ
ョ
バ
ウ 

.は
名
目
%•
都
市
、.
実

質

も

都

市(

行
政
権
も
下
級
裁
判
権
も
市

(

注
54)

長
及
び
市
参
事
会
の
側
に.あ
る)

で
：あ
り
、

ハ
イ
ニ
ツ
ヘ
ン
と 

.レ
ン
ゲ
，フ
.，エ
ル
：
卜

は

名

目

は

小

都

市

、

実

質

は

半

都

市

(

行

,

(

法
55)

政
権
は
市
長
に
、
裁
判
権
は
都
市
領
主
の
侧
に
あ
る

)

、
シ
エ
レ

ン

ベ
；ル
ダ
は
名
目
も
小
都
市
、

実

質

も

準

農

村

(

行
政
権
、.

裁

(

注
56)

、
、

■判
権
と
も
都
市
領
主
の
側
：に
あ
る

)

と
い
づ
た
具
合
で
、

必
ず 

し

も

全

て

が

中

世

都

市

的

実

質

を

備

え

て

：い

た

と

は

.い
い

難 

い
。
ぐ
従
っ
て
経
済
的'な
指
標
だ
け
：で
断
定
す
る
の
は
、
無
理 

.が
あ
右
が
、
こ
の
内
、、、
夕.ト
ヴ
:7
イ
ダ
、:'
.チ
ョ
パ
ヴ
、
ハ
イ 

ニ
：
ッ
へ
ン
に
つ(

い
て
は
第
十
五
表
の
.苦
情
書
に
も
し
ば
し
ば 

名
を
連
.
で̂
‘
.い
.る
と
こ
ろ̂
か
ら
：み
..て
も
、'。ま
.た
都
市
成
立
期
.
 

が
そ
ろ
っ
て
十
三.世
紀
と
.早
.い
と
こ
ろ
力
ら
み
て
も
.
中
世

三Ilf 

:(

九
一
七)

近
世
初
頭
中
部
ド
イ
ツ
の
農
村
都
市
、
市
場
町
に
っ

ぃ
.
て

<

3

>

-
.-
 

'
.

.

.

.

..
-
.
.
,
.
1
 ̂

. 

■ 

• ■ 

V
. 

i
r
3

'

(

5i
;
I
.六)

.

''
.
'■は
'

別
の
統
計
;^
併
用
す
る
と
し
て
都
布
と
農
村
の
階
屬
分
化
吟
主
&
傾

向

、#'
ぢ

中

產

層

の

実

態

之

下

層

分

解

に

々
 

ノ 

の
数
字
が
ら
引
き
出̂

て

み
.^
い

-;
:
0

. 

^
 
-

 

•

,

X
業
村
落
と
一
：般
村
落
のS

は
：

I

.般
■
 

I

村

て
い
る
。
と
れ
は
ハ
：ィ

ツ0
研
究
迄
お
い
：て
本
確
か
め
ぅ
る
。

.

(

最
も
農
村
11
:

業
の
発
達̂

同
§-
人
の 

:

.

1
は
I

:

一
•
九
f

一
一
一
太，|

8

|

志

表

参
照)

、
：小
屋
住
_

.

は
：
' 

I
V
般
農
村
の
：方
が
分
解
が
進
ん
で
い
る
が
，こ，れ
は
周
：

辺
..I:

般

村

落

と

は

：
い

：？
て
 ̂

っ
f

.
い
ぅ
事
情 

や

、
、
周S

有
力
I

村
落
の
織
工
が
、
中I

I

な
り
集
中
し
て
.い
るこ
i
な
ぶ
^
^

周

辺

で

は

、
，
'
.周
辺
工
業
村
落
と.

5
村
落
の
間
に
，
階
層_
化

の

顯
.み
ら
れ
る
こ
.と
匕
取
|

た
^
^

さ
て
よ
り
注
目
す
ぺ
き
傾
向.^
%

市
自
故
の
階
1
5分
解
と
周
辺
農
村
め
こ
れ
の
関
係
で.：あ
る
，
特 

士

関

連

し

て

、
重

要

な

指

標

業

す

。
我
々
は
第
十
.蓮

か

ら

か

な

り

下

層

分

解

の

有

立

ー

つ

ヶ

!.
一
一
：
ッ
，
ッ

と

中

産

層

の

優

勢

な

'、
、'ッ
...ト

ヴ

ァ
ィ 

ダ
.
レ

ン

ゲ

フ

，エ

ル

ト

：
手
ョ
パ'ゥ
'
;シ
エ
'1
/
ン
べ
ル
ー
グ
ー
ど
扣
產
層
と
下
層
と
略
均
衡
し
あ

6
そ
 ̂

フ
ー
フ 

.

ン
ヶ
ン
べ
ル
.グ
、
そ
れ
に
都
市f

.
で
下
層
分
解
が
か
な
り
進
ん
で
い
る
ブ
ル
グ
シ
：
-

 ̂

V 

 ̂

1

0 

0
^

層
分
解
に
つ
い
て
析
出
し
ぅ
る
。
そ
し
.て
と
の
内
第
四
の
一タ
ィ
プ
だ
け
が
，
.周
辺
の
農
村H

業
村
落
よ
り
も
階
層
分
化
が
著
し
い
か
、
略
同
じ
で

あ
っ
た
。
こ

れ

賢

の

タ.ィ
プ
が
い
ず
れ
も
か
な
り
遅4

市
化
し
た
農
村
都
市
で
、
十
六
世
紀
当
瞭I

農
村
工
業
の
実
質
的
な
中
盆
で
あ 

.

っ
た
為
で
あ
ろ
ぅ°5

.
さ
て
第
一
の
ヶ
ム
エ
ッ
ッ
は
古
典
的
中
世
都
市
と
し
て
周
辺

I

帯
の
農
村H

業
地
帯
を
従
え
つ
つ、

^

.

初
期
資
本
主
義
的
分
解
によ
っ
て
大
量
の
卞
層
真
を
造
り
出
し
た
の
であ
る
が
、
.

(

十
八
表
&

)

他
の
三
つ
の
I

つ
い
て
は
、
階

雰

化

の
 

翻

程

度

に

従

い

、

.農
村
都
市
の
中
世
都
市
化
の
程
度
を
確
か
め1

。
す
な
わ
ち
ミ
ッ
ト
ヴ
ァ
メ
ダ
に
代
表
さ
れ
る
中
産
的
市
民
層
の
優
勢
な
都
市



:都

市

的

実

質

を

い

：

.ぢ
早
く
_
え
た
：
タ
イ
ブ
と
$

ょ
い
.。
こ
の
内
チ
ョ
。ハ
.各

そ

ろ

：？
て

純

粋

な

自

生

型

：の

蕃

で

あ

.4
y
y 

 ̂

>
^
v
.
r 

.

ハ
：.イ
'ニ
ッ
へ
ン
千
五
百
四
年
以1
、
ン
 

チ
ョ
パ
ゥ
千
五
百

1
1

十

八

年

以

前

で

城

黎

；

 

V
- 

'
-
- 

V
- 

■

第
三
の
型
は
フ
ラx
ヶ
ン
ベ
ル
グ
、
才
ェ
デ
ラ
ン‘

シ
.ュ

ト

ル

べ

ル

グ

茗

系

、
：特
聽
二
者
が
代
表
的
で
あ
ろ
う
。
；；す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の 

都
市
は
、
経
済
的
に.は
中
產
層
と
下
層
が
略
均
衡
し
あ
っ
て
お
り
、
中
世
.都
市
的
実
質
■に
：達
す
る
過
渡
期
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
.い
。
匕
ザ
，
 

ク
セ
ン
の
都
市
で
い
え
ば
イ
ェ.：
ッ
ゼ
ン

：

で

あ

ろ

う

が

、
。
制

度

的

後

者

は

都

 

市
、

I

I

 

X

行
政
権
、
；
裁
判
権
と
も
市
民
の
伽
に
あ
る

)

、
シ

ュ
ト
ル
；：ベ.ル
：
ダ

は

名

目

は

小

瓶
^

実
質
は
半
都
市
で
あ(

ほ

。
.
.
こ

め

ょ

う
 

1

の
型
と
同
様
、
経
済
的
な
措
標
と
制
度
的
指
標
.と
ば
必
ず
し
も
合
わ
炎
い
が
、
時
代
的
に.は
都
市
化
の
時
期
が
夫
々
十
五
世
紀
末
、
土
ハ
世 

紀
、
+

四
世
紀
半
と
先
の
型
よ
り
後
：ヤ
あ"つ
て
、
，そ
托
だ
け
急
速
泰
世
都
市
的
実
質
を̂ 

:

ッ
ン
フ
ト
の
結
成 

四
百
六
十
三
年
、
千
四
百
九
十
ニ
年
、
千
五
百
六
：十
一
年
で
あ
っ
て
：、
：

.前1

一
者
は
■叢

化

す

る

前

後

学
2

 

み
て
い 

る
。
従
っ
て
制
度
的
に
は
中
世
都
市
で
あ
る
と
は
い
え
前
一
一
者
に
，つ
、い
て
一
は
、
農
村
都
市
の
中
世
都
市
へ
：の
急
が
な
上
昇
過
貢
あ
る
：と
み
る
ベ 

き
で
あ
ろ
う
。
な
お.シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
グ
に
つ
、い..て
：は
，

ッ
ン.フ
ト
結
成
の
ー
時
期
や
制
度
の
商
か
ら
判
る
ょ
う
に
、
中
世
都
市
へ

'の
：上
昇
過
程
は、
:
 

前
二
者
に
比
べ
、
は
る
か
に
緩
慢
で
あ.5

む
し
.ろ
第
三
の
型
と
共
に
廣
村
工
業
の
：中
心
地i
ゼ

さ
て
最
後
の
型
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ブ
ル
グ
シ
ュ
テ
ッ
ト
と
ホ
丨

ェ
ン
ー
シ
ー
ネ
タ
イ
ゾ

で
あ
る
。：：へ

こ

は
前
の
：型

と

略

相

藝し
て
都
市
化
し 

た
と
は
い
え
、
経
済
的
に
み
て
も
下
層
市
民
が
多
く
、
制
度
的
に
も
名
目
：上

.は
小
都
市
、
実
質
的
に
：は
農
村
で
あ
っ
：

て
、
農
村
エ
業
の
中
心
地
と 

I

I
格
力
ら
.一
歩
も53

て

い

綠

っ

た

と

い

っ

て

な

。.ッ
ン
フ
：ト
結
成
は
ブ
ル
.グ
f

ュ
デ
'ッ
ト
の

方

は

千

蕃

士
.一
年
で
あ
る
が
。
ホ
I

ェ 

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
方
は
不
明
で
あ
る
。
ホ
丨
ェ

 >

シ
ュ
タ
イ
ン
の
方
は:'
.五

十

人

も

の

麻

織

エ

が

村

内

|

在

し

た

オ

上
I 
•
ル
ン
グ
ヴ

ィ
ッ 

ツ
村
の
農
地
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
.
*

1̂8

:
.
ô ;
l

:

gir
,

3

<

^

o
--
T
11«

^

^
«'
<:
:
§
<
e>
'
:it
、
十
九
世
紀
に
合
同.じ
て
ぃ
る
^)

ブ

ル
グ
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
方
も
ケ
ム
ニ
ッ
.ッ
に
し
ば
し
ば
農
村
商
人
を
訪
問
さ
せ
る
ほ
ど
.の
工
業
村
落
で
あ
っ
たブ
ル
ケ
ル
ス
ド
ル
フ
の
農
地
に
発
生

(

注
64)

し
た
都
市
で
あ
っ
た
。
北
ザ
ク
セ
ン
'で
は
ビ
ッ
タ
ー
フH

ル
ト
が
、

こ
の
類
型
に
あ
た
る
,1

.

以
上
我
々
は
階
層
分
化
を
手
懸
り
と
し
つ
つ
、
農
村
工
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
都
ホ
に
つ
い
で

' 
農
村
工
業
の
中
心
地
と
し
：て
の
実
質
に
近
い

. 

. 

.■ 

+•,. 

•

第
四
の
型
か
ら
、
急
速
に
中
世
都
市
化
し
た
と
は
い
う
も
の
の
、
実
質
に
お

.い
て
ま
だ
中
間
的
位
置
に
あ
る
第
三
の
型
、
名
実
共
に
中
世
都
市
と 

な
っ
た
農
村
都
市
の.第
一
一
の
型
と
い
っ
た

.中
世
都
市
へ
の
上
昇
過
程
を

「

み
る
こ
と
が
：出̂

た
--
'
0勿
論
£
の
^
類
に
は
'制
度
上
め
問
題
に
よ
っ
て
複 

雑
さ
が
：.加
わ
り
、
必
ず
し
も
明
白
で
な
い
も
の
、
ま
た
中
間
的
な
型
等
を
含
む
が
、；
太

.ま
か
に
い
う
と
以
上
の
よ
う
な
上
昇
過
程
を
み
う
る
。
と

こ
ろ
で
先
の
農
村
工
業
へ
の
敵
対
的
行
動
を
執
勘
に
と
っ
：た
も
の
を
み

■る
と
第
一1

の
型
は
勿
論
，
：：第
三
の
中
間
型
の
も
の
が
？
見
出
さ
れ
、
こ
れ

. 

■ 

- 

. .
 

: ■ 

、

.に
対
し
て
第
因
の
型
が
全
然
見
当
ら
な
い
こ
ど
に
気
付
く
。
.特

：に

第

三

の

：中

世

都

市

へ

の

実

質

的

上

：昇

過

程

^
あ
る
農
村
都
市
’の
.農
村
エ
寒
へ
.の
.

•
/ 

. 

.

.

.

.

.

. 

...... 

' 

•
'
.

ト... 

..-

.

. 

-

敵
対
的
態
度
の
強
さ
は
、
そ
の
都
市
の
お
が
れ
て
い
る
都
市
丨
農
村
関
係
成
立
の
過
渡
期
と
い
う
歴
史
的
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

. 

r-.
 
.
 

,
 

.... 

' 

. • 

: 

.

.

.

.

.

.

. 

■ 

.

.
ち
オ
' エ
デ
ラ
ゾ
は
前
後
六
回
の
苦
情
書
の
提
出
、

フ
ラ
ン
ケ
ヅ
ベ
ル
グ
の
方
は

一
一
；一
回
だ
が
、

：

先

.
も
の
べ
た
よ
う
に
農
村
工
業
へ
の
暴
力
的
行
動

-(

注 
6)

を
と
0
:て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
農
村
都
市
群
の
中
で
の
第
.：

一.

一、
第
三
の
型
の
都
市
の
：農
村
工
業
へ
：
の
敵
対
に
対
じ
、
第
四
の
型
及
び
第
三
の
型
の 

.内
、
例
外
的
に
中
世
都
市
化'の
'過
程
が
緩
慢
で
.あ
っ
た
ゾ

ュ
ト
ル
べ
ル
グ
は.、苦
情
書
に
ー
度
:%
名
を
連
ね
ず
、：
農
村
工
業
べ
：
の
；同
情
的
態
度
が
暗 

黙
の
内
に
滅
わ
れ
る
。
こ0
内
ブ
ル
グ
シ
土
テ
ッ
卜
、

ホ
ー
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
先
に
も
の
べ
た
'よ
う
に
実
質
的
な
農
村
工
業
中
心
地
に
あ
..っ
た

. 

.
- 

• 

• 

- 

. 

. 

L

こ
と
：：か

ら

も

、
と

の

.ご

と

は

理

解

さ

れ

5

る
へ
が
、
か
な
り
早
ぐ
都
市
化
し
た
自
生
型
小
都
市
；

M
:

ト
ル
べ
ル
ダ
も
、
鉱
山
都
市
や
金
属
加
工
業
と 

の
隣
接
と
.い
う
有
利
な
市
場
条
件.の

下

で

長

ぐ

農

村

工

業

：の

中

心

地

と

し

て

の

実

質

，を

保

持

し

続

け

た

の

で

は

な

い

：
か

と

思

わ

れ

6̂
。

な
お
ク

ン 

ッ

エ

は

こ

の

他

第

ニ

型

の

^
ン
ゲ
フ
エ
ル
へ
ト
勢
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
グ

AJ

並
ぶ
山
岳
地
帯
の
盛
ん
な
麻
織
物
業
の.中
心
地
と
し
て
い
る
。
，
な
お
シ
ュ
ト 

ル
べ
.ル

ダ

に

つ

い

，て

は

、

.

.千
五
百
五
：十
三
年
の
ケ
ム
ニ
ッ
ッ
麻
織

H

の
苦
情
の
中
で「

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
.
フ
オ
シ
•
シ
'

H

レ
ン
'ベ
'ル
グ
.の
領
地
の
.
 

あ
る
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル

.ダ
地
方
の
競
争
に
よ
っ
て
、

ケ
ム
 

一
一y
ツ
漂
白
所
は
特
別
の
損
害
を
蒙
っ' て
い
る
。
そ
こ
に
は
ッ
ン
フ.
h
が

な

ズ

、
，
或

る

者 

近
世
初
頭
中
部
ド
イ
ッ.の
農
村
都
市
、
市
場.町
に
つ
い
て(

三〕 

三

五(

九I

九)



さ
て
以
上
ザ
ク
セ
ン
地
方
め
局
地
間
分
業
の
一
方
の
軸
と
な
る
農
村
麻
織
物
業
に
つ
い
て
農
村
都
市
の
中
世
都
市
化
の
実
態
を
み
て
き
た

.が
、

一

.

.

.

.

.

.

.
 

f

金
属
工
業
や
純
農
業
地
帯
に
つ
い
て
詳
し
く
分
析
は
な
し
え
な
い
。
た
だ
第
一
：一
十
表
を
み
る
と

.、
金
属
工
業
の
中
心
地
シ
ユ
ヴ
ァ
ル
ツ

H

ン
ベ
ル 

ダ
地
域
に
お
い
て
、.中
世
都
市
め
'性
格
；の
濃
い
シ
ユ
ヴ
ァ
ル
；ソ
エ
ン
ベ
ル
グ
で
は
、
.中
産
市
民
層
の
優
勢
が
、
目
立
ら
て
お
り
、
.
農
村
か
ら
の
市

(

注
59) 

•

場
町
で
あ
る
ア
ゥ
や
ア
ィ
べ
ン..シ
ユ
ト
ツ
ク
'と
の
対
照
を
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
示
し
て
い
る
。
.こ
こ
に
朱
に
指
摘
し
た
こ
の
地
域
.の
抵
場
構
造
の 

矛
盾
し
た
構
造(

求
心
性
と
遠
心
性)

：
を
垣
間
見
るfj

と
が
出
来
る
。
た
だ
こ
こ
で
は
農
村
都
市
の
中
せ
^

市
化
と
い
ぅ
現
象
は
、繊
維
工
業
ほ
ど 

明

白

，な

形

を

と
.っ
て
あ
ら
わ
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
金
属
工
業
が
封
建
制
度
の
比
較
的
弱
い
森
林
地
帯
で
盛
ん
な
こ
と
と
共
に
、
金
属
加
工
業
に
与

え
ら
れ
た
市
場
.条

件(

国
内
、
国
際
の
不
均
等
な
条
件
に
余
り
関
係
な
く
、
地
域
内
の
地
道
な
需
要
の
鴻
進
や
、
こ
の
地
域
が
、
い
わ
ゆ
る
局
地
間
分
業
の
混
在

. 

.

.

.

.

. 

.

 

-
•

地
点
で
あ
る
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く、
. 

'
.

他
の
ド
ィ
ツ
で
も
金
属
工
業
の
場
合
繊
維
工
業
：に
比
し
て
、

農
村
都
市
の
化
石
化
現
象
は
少
い 

と
い
え
よ
ぅ
。.
.け
れ
、ど
も
こ
の
条
件
の
欠
け
て
い
る
前
節
で
紹
介
^
た
：
へ
ツ
セ
ン
の
オ
ー
、パ

ー•
ゥ
ル
セ
ル
等
•の
金
属
工
業
農
村
都
市
で
は
、
矢

張
”
ツ
ン
フ：

ト
に
結
集
し
た
都
市
工
業
者
の
，農
村
工
業
へ
の
規
制
が
、
み
ら
れ
る
の
で

3
奶
。

.

' 

-.

-

 

.

.

. 

.

.

ま
た
純
農
業
地
帯
の
農
村
都
市
に
つ
い
て
の
第
二
十
一
表
を
み
る
と
、
こ

こ

に
も
中
産
層
の
優
越
し
た
都
市
と
下
罾
市
民
の
優
越
し
た
都
市
と

.

(

注
れ
.、，

,
r
v
.

 

. 

'

 ■

 

ニ
.

を
発
見
す
る
が
、
こ
れ
は
、：
北
ザ
ク
セ
ン
：

.の
第
十
九
表
を
参
照
す
る
と
、
.
そ
の
よ
5
&'
両

極

端

.の

タ

ィ

プ

の

間

に

中

間

的

だ

婴

が

み

ら

れ

る

こ

と 

が
«
る
。(

先
の
繊
維
工
業
都
市
以
外
の
都
市
の
内
、
.ヶ
ム
べ
ル
ダ
、
プ
レ
テ
ィ
ン
の-:
つ
が
、
中
産
層
の
優
越
し
た
型
、
.
ド

、、、
ツ
チ
ユ
と
べ
ル
ゲ
ル
ン
が
中
間
的 

な
型
ハ
シ
一
：ル

^
ゥ
を
始
め
社
す
る
残
り'の
.五
都
市
が
.小
資
產
層
办
痠_
し
た
型
：1
な
，
お

俞

節

十

码

表

含

参

照

。
^

場
叩
フ
^
グ

シ
-̂
タ
ツ
ト
が
-
都
市
に
集
中
ず
る
製
粉
水
車
の
亂
制
使
用
わ
周
辺
^
農
枕
ー
帯
に
^
乳

じ

て

い

た

こ

と

を

想

い

起

し

^

こ

の

よ

ぅ

*

 
.

 

•
 

す 

ハ
. 

■
'
 

-

(

セ
2)

.

.

.

.

.

.

.

な

純

農

靈

带

に''
%
農

村

都

市

の

中

世

都

市

化

現

靠

が

起

$
ぅ
る
£:
;と
：を

知

％

や
で
：あ

ん

.が
、
市
場
、分
業
条
件
の
；極
證
不
均
等
発
展
の
み
ら
れ

|

:
の
，よ

ぅ

ぬ

農

村

都

市

発

生

0
契
機
と
な
0
:だ
局
地
間
分
業
の
種
類
に
応
じ
て
：、
農
村
都
市
め
化
石
化
現
象
も
多
様
な
形
を
と
る
が
广

.

 

.

■■
•

 

■

. 

. .
 

..
 

.

 

'

 

.

ン
近
世
初
頭
中
部
ド
ィ
、ツ
の

.農
#
都
市
、
市
敬
町
に
つ
い
て

(

三〉

■

'
'

•

V.

彐

七(

九
ニ
で)

第’ :’.20 .表

都 市 名
都市自休の階級分化 肩适農村工業村落の分イ匕. . '  . rO. . ■ ' ■ : •'； 周辺一般村落の分化 .

BM Gtn Hsl Iw BM. Gtn Hsl I'v BM Gtn IIsl Iw

Schwarzenberg 55

45.9%

29 

2 4 .1%

52
36
30%

146

46.3%

2

20%

61 .1 5 1  

33. 7 %

63

71,6%

:::き ... 32 
' 22
25%

Aue ； 26 

40. 6%

19

29.7%

27
19

29, r%

80

37%

39 59 

.8%  :

54
38

17,2%

86 

5 5 .1% -
.24

15.4%

r 66: 
46:

29,5%

Eibetistock 40 

3 3 .1%

54

44.6%

38

22.3%

68

62.4%

■-..... ■28
: •. •
25 ,7%

19

11.9%

2

28.6%

3

42.8%

3
2
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葉

東

ド<
ッ
：の

グ:]
-
:ッ
へ
：
ル
シ
ャ
.
：ス

.

近
11
1:
-
初
趿
中
部
ド
ィ
シ
©

農
村
都
市
、
市
場
町
.に
.つ
い
て(

三)
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へ

■
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r
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九
一
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.



期
か
ら
近
世
初
期
.の
' 西
ド
ィ
グ
.の
：封
建
体
制
を
純
捧
荘
園
制
も
ば
：地
代
荘
園
制

.と
_

徴
^
中
る
：こ

ど

に

吃「

一
定
の
#

保
条
伴
が
あ
る
の 

で

あ

る

。
：
ず

な

わ

ち

地

代

収

取

を

主

目

的

と

±'
る
西

ド)

ィ

ッ

の

封

建

領

主
.0
-;

:
克

缸

体

制

ば

脊̂;
最
%'
:
-
1龈
0
農

民

も
1>
ぐ
は
：農

忖̂:
:

い
て
は
、

フ
ル
ク
や
マ*V

ャ
ー
•
',
'
ホ
丨
7

等
：の
領
主
や
そ
め
代
理.ん
な
既
所
^
 

そ 

こ
に
は
領
主
め
；館
の
み.な
^

ず
、.
.或
る
程
ぎ
の
ft

當
地
や
附
属
地
が
存_

じ
、
'̂

で
虼
^

に
厲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ.の
よ
う
な
封
建
支
掘
の
中
核
の
残
存
を
、•パ
ロ
ゥ
や
リ
，ュ
ト

.

ゲ
.

は

.'

.
'
'
封
建
制
度
.の
.化
石
化
し
た
形
態
と
名
付
け
た 

:

が

、
，
西

ド

ィ

ッ

.
の

地

代

驻

園

制

は

'-g

種
：の
'
化: ®
化
グ

ル
ン
.I

ル
ぃ
シ'ャ
フ̂

_

に
よ

っ
て
始
め
て
有
効
な
制
度
で
あ
り
え
た
の
で
雜

。

,

ザ
ク
セ
ン
地
方
も
、：
西
ド
ィ
ッ
の

J
'

地
方
と
し
て
こ
の
よ
う
な
封
建
支
配
の
構
造
を
特
徴
と
し
：て
：い

'.た

の

，
で

あ

る

：
が

、

農
民
戦
争
の
敗
北
と
い 

.う
す
べ
れ
て
政
治
史
的
苐
実
や
、
穀
雨
価
格
上
昇
に
'±
る
穀
物
直
営
地
生
産
の
有
利
化
と.い
5;
:
経
济
_
事
実
と
共
に
、
こ
.

の

封

建

支

配

の

.基

礎

構

.

.'■ 

.

.

.

(

生
4〉
. 

： 

- 

. 

* 

.

:&

の
拡
大
％
強
化
が
志
向
さ
れ
农
の
：で
-|
>
る
。
.
.こ
の
試
み
.は
、
へ
ブ
ラ
シ
ュ>

に
よ
れ
ば
、.
^
存
^

騎
士
農
湯
の
農
民
保
有
地0
犠
牲
に
基
く
拡 

大
、'■
■'
農
民
保
有
地
疼
奴
げ
る
全<̂
新
し
^

騎
士
農
場
の
設
立
、：，：全
農
村
の
耕
地
：が
騎
士
農
場
設
立
も
し
パ
は
拡
大
の
為
に
运

1

さ
れ
る
と
ぃ
う
三

(

主
5.ノ
 

•

つ—

の

主

凍

な

様

式

に
'#
い
;て

行

わ.れ

龙

の

，で

务

名

が

、
地

激

 

フ
ラ
ィ
べ
ル
グ
.か
ら
ド
レ
ス
デ
ン
に
か
げ
て
わ
一
帯
、
 

第
二
形
態
が
：土
ル
ッ
山
地
地
帯
寄
り
：

2

へ
带
、.-
第
三
形
靡
は
：.ボ
ル
>ナ
：、

ラ
ィ
プ.：、ッVT
.
1ヒ、
：■オ
シ
；ャ
ッ
ッ
、
グ

「

ロ
ゝ
！
セ
ン
ハ
イ
ン
：に
か
ナ
て
の
ヤ
西
：
 

ザ
ク
セ
ン
の
■
一
帯
に
区
^
ざ

れ

る

が(

猶
節
等
|
図
#
®:
、
さ
し
あ
た
っ
て
我
々
の.関
心
'を
ひ
く
の
は
、

エ
ル
ッ
山
地
地
帯
の
状
態
セ̂
^
。
農
.
 

村H

業
.の
盛
ん
な
こ
の
地
域.に
和
い
て
：

f

民
保
有
地
め
犠
牲
に
よ
る
騎
士
農
場
の
新
設
が
有
力
で
あ
0
た
こ
と
は
、
注
目
に®
い
す
る
。
事
実
ブ 

.
ラ
シ
ュ
ヶ
.の

史

料

に

照

ら

し

：て
、

.
"村
落
内
の
麻
織
、エ
が
ぎ
名
以
上
め
こ
の
地
方
の
村
落
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
麻
織
エ
八
名
以
上
の

工
業
村 

落

で

は

十
..
^
ヶ
村
0
内
、
：騎
士
農
場
の
新
設
と{見
し
き
も
：の29
ヶ
村
、
既
存
の
領
主
直
営
地
の
拔
大
が
ニ
ヶ
村
で
、
こ
の
内
.四
ヶ
村
乞

一
が
、
麻
織

土
十
六
人
以
上
：の.大
エ
業
村
落
で
あ<

^

.

. 

.

.

ま

た

一
村
内
麻
織
工
四
名.，

〜

六
名
の
村
落
.で
も
、
，
一
一
十
九
ヶ
村
の
内
、
五

ヶ

村

(

内
一
ヶ
村
は
単
な
る
直
営
地

v
o
i
r
k

の
新
設)

が
新
設
、
五
.ヶ
.

■ - ■* 

所 領 名 村 数 納税者
近親奢の 
同 居 人

よそ者の 
同 居 人

村有地 
に住む 
同居人

m 婢
土地の 
ない者 
同居人僕婢

Lichtenwalde 13 20G 244 220 4 210 678
Scharfenstein 12 245 107 75 16 186 384
Sachsenberg 13 216 82 201 26 249 558
0)?ersch6na 6 113 79 32 12 55 178
v. Sehonberg 3 95 49 55 2 41 147
v. Ende 3 98 89 68 • 3 74 234
Nd. Lauterstein 16 202 1 ! 165 8 94 268
Ob. Lauterstein ,14 179 38 126 5 73 242

*

Insgesamt 80 1436 689 942 76
9 8 2

2689
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#

8

4

0

0

 

a

 
7
 

4
 
8

2' 

.

9:
入

.
村

が

既

存

の

直

営

地

に

基

'<
-

騎
せ
農
場
：：の
成
立
を
.

み
：て
い
る
。
村
内
麻
織
工
が
三
名
■の
村
落
で 

;
|

 

"

;3
:'
5

i

1

:2

:2
'2
26
:

も1
:

一
十
七
ヶ
村
の
内
、
：

.

七

ヶ

察

新

設(

上
二
ヶ
村
は.直
営
地)

.
' 1,

ー
ヶ
村
が
既
存
の
直
営
地
に
莶

-
-
--
-
-
-
I

-
-
-
_

__—

_

_
_
_ 

: 

. 

S
.
8

) 

ご 

.，

V

 

0

:

6

.

9

 

5

1

4

 

4

 

3

 

2

 

-

.

七

騎

士

農

場

の

設

立

を

み

て

い

る

。

:

：
：

:

:

:,
■

.

.

.

'

:

 

: 

,

:

;:

■:
.
■■

.

-

'■
.
.こ
れ
ら
'0
騎

士

農

場

：の
成
立
：は
、
：
第

三

.
&の
第
七
_

で
示
し
.た
ょ
ぅ
に
、
十

六

•
七
世
紀
に 

.

 

.

 

_

_
_
_

 
■

 
I

 

m f
l

一
人.
4
 

.

.

.
X6
26
. 

2

 

.

. 

8

V

5

 

. 

6

.

.

.

.

.

.

.

へ' 
. 

'集
中
し
，
.

て
.

^

り

農

村

都

市.
の■
中
世
葡
市
化
と.こ
，れ
に■
基
く
農
村
.工
業
の
問
屋
制
前
貸
制
度
へ

居
. 

1 

7 

(

注
9)

同

.

:

;

■

パ
;
の
：包

摂

の

時

期

：と

略
：：

一：'致

し

て
.い
：る
• 
°そ
し
て
封
建
支
配
め
中
核
と
し
：て
の
直
営
地
経
営
の
拡

八

20
75
51
32
55
68
65
26
42
6-
:

犬

•
強
化
ほ
、
封
建
領
主
に
ょ.る
村
落
支
配
、の
強
化
を#'
い(

家
父
長
制
的
村
落
支
配

)

、;:
こ
れ
に 

5 

.
2 

2 

1
'
.

1 

9 

4 

• 

.

IH
J

パ
 

.：

8.
、
ょ
.っ
：て
中
世
末
期
に
解
体
め
危
櫸
に
さ
ら
さ
れ
て
.い
た
：地
代
莊
園
制
を
立
て
直
し
、
農
民
経
営

 ̂

；

拙 

(

注 
o)

/t
l

/

44
07
b2
79
49
89
1

38
:

89: 

|

.

の
そ
れ
以
上.の
前
進
を
阻.む

の̂

、,'
大
い
に
役
立
っ
た
：の
セ
：あ

.

る
.

が
、

か
か
る
間
接
的
効
果
以

r

!

!

l

 

I

, 

_

in

、.
上
に
農
村
工
業
：の
前
進
を
チ
：
エ
ッ
ク
し
、
従

0

て
：農i

市
の
化
石
化
状
況
を
ひ
き
お
こ
し
た

1
-
'
• 

' 
.

.

.

.

.

20
G

.
24
5

21
6

13
95
98
02
79
.

36
kt
i
o
;

,:
'

の
は
’

.

領
主
直
営
地
の
拡
大
に
基
く
領
主
の

.

労
働
力
確
保
：の
必
要
 ̂

す
な

I

—

一

.

.
1
ご

わ

ち

望

は

労

働

カ

確

保

の
*

め
に
.：：

「

僕
婢
強
制」

0

6

8

1

1

1

^

2

|

1

1

0<
1

.

 

'を
実
施
す
る
の
で
あ
る

1P

.

13
12
13
;6
:

'3
b

16
14
.

80
'

-:
|

:-

が
、

こ
れ
に.は
、
農
民
の
子
弟
を
数
年
間
優
先
的
に
：賃
金
を
出
し
て
傭
ぅ
権
利
を
始
め
、
農
民
の

L

.

.

 

-

 
V

 

.

-

 

(

注
1)

 ̂

. 

. 

/ 

意̂

志

を

無

视

し

て

：賃

金

を

出

1>
傭

ぅ

強

制

及

が

労

働

提

供

：の
：義

務

の

：三

種

類

が

あ

っ

た

。

ま
た 

-
3 

n 

.

.

.

レ

ei
n

l
.-
an
d

'

^

_カ

不

足

に

伴

ぅ_

«

«

$の
豸
(#
カ
?1
ぼ
の
1 |
き
は
、':
:す
で
に
午
西
世
紀
の
黒
死
病
の
，

ll
d

f
'g
し
し
er
g

rs
t
,*s
t

e
' 

L 

■ 

V

'I 

^
 

 ̂
^
 

代
が
ら
始
ま
る
が
？
：
特
に
：十
五'世
紀
以
降
ラ
ン
ト
の
条
例
を
も
っ
：て
出
：稼
労
働
の
禁
止
が
、

-■度 

te
n

rf
e

i

 

|

 

l

nd
La
,a
t

I

'-'

如

- 

:

•

-

.

1

2)

■■
:
f 

-
ac
h

I
 

s
'
--
E

:

vb,
;
-
Lい
.
V
I
:
.
G;
-

;

,々

行
わ
れ
る
ょ
ぅ
に
な
り
ノ
十
六
世
紀
以
降
特
^

十
ゼ
世
紀
ば
本
格
化
ず
る
の
で
あ
る
。
1̂
こ
ろ

L

st
s

.

o

V

.V.
N.
.

O

In

-

-

-

-

-

-

--
-
-
-
-
-
-
-
-
-

--------

1

-

.

_

1

!
 

■ 

•

で
こ
の
ょ
ぅ
な「

僕
婢
強
制」

に
集
中
的
に
示
さ.れ
る
領
主
.の
労
働
力
確
保
は
、
特
に
農
村
内

.

,■
. 

■

.•
■

■

.

. 

: ■ 

•

...

近
世
初
頭
中
部
ド
ィ
ッ
の
：農
村
都
市
、
市
場
町
：に
つ
い
て(

三)

- 

v

.

s

_

.



部
で
内
外
か
ら
の
労
働
力
要
員
と
し
て
重
大
な
役
割
を
果
し
て
い
た
同
居
人

H

a

l

l

l

f
 

I
n
l
n
e
r
'

を
対
象
と
す
る
もS

あ
.

f
l

。
： 

こ
れ
ら
の
同
居
人
の
内•に
は
本
来
の
能
婢
外
に
、

■

農
業
経
営
か
^

な
り
小
な
り
.解
放
さ
れ
て
.い
る
様
令
な
系
譜.の
人
々
が
存
在
む'て
い
る
こ 

と

は

第

ニ
?1
ー
表
を
み
_

^

^

:か

、
で

あ

：
か
;'
-
0
'
^
か
'も
：こ
れ
^

な
担
い
；手

で

も

あ

る

こ

と

は

十

七

表

令

いI

り

で

つ

ま

.々

農
村
麻
織
X

S
対
数
I

最
大
，
^̂
^

番
目
0:
数
の
ノ
々
が
.
こ
の
層
に
は
存
在
し
て
乂
る.の〕

で
あ
.る
が
、
：
こ
の
層
の.一
領
主
直
営
地
労
働
力
へ.の
；再
編
成
^'
ね
ら
っ
た
：僕
婢
強
制
は、
0 

民
の
農
業
生
產
餘
な
ら
ず
：.封
建
農
村
を
S

か

ら

襲

し

て

行
i

芙

I

役
割
を
果
I

蠢
村
工
業
の
進
展
钇
は
大I
 

.

上
な
？
た
の
：で
あ
る
。
：
つ
ま
り
農
民
層
の
自
立
祀
を
背
.#
に
、
農
民
^ -
商
品
生
產
の
前
進
の
結
果̂'
し
て
う
ま
れ
て
き
た
、
土
地
か
ら
解
放
さ
卞 

力
け
た
自
由
な
労
働
力
は
、
直
営
地
拡
大
一

(

騎
士
農
場
の
.成
立)

：
に
：基

く

労

働

力

確

保

の

た

：め

^
自

电

最5：:

に
：制

限

を

加

え

ら

れ

、
..一
片
の
土
地
に 

し

が

み

，
っ

く

垂

建

的

労

働

者

乃

至

.は
農
奴
に
転
化
し
て
行
っ

「

た
の
で
あ
1̂
。

そ

乙

て

こ

の

よ

及

な

農

民

の

最

下

層

の

領

屯

層

に

：：よ

る

^
握
尤
> 
よ 

J
安
定
し
た
農
業
生
產
及
びI

生
産
を
f

:
そ
い
た
農
民
層
、
：
特
に'同
居
人
を
主
に
雇
傭
し.て
い
た
中
位
|

民
|

大
き
な
制
約
を
.加

え

、
： 

か

く

し

て

村

落

支

配

：の

強

化

と

相

ま

っ
て
、
独

立

.自

営

農

民

層
の
？
歪

め

ち̂

た

；、
：
停

滞

的

成

長

め

タ
ィ
。フ
が|；

般

的

と

な

る

の.で

钱

0
 

さ
て
こ
.の
よ
う
な
農
村
内
部
に
お
け
る
封
建
制
度
の.化
石
化
状
況
.は
、
，農
村
の
内
部
か
ら
局
地
間
分
業
の
結
節
点
と
し
て
成
立
し
て
き
た
農
村 

都
市
の
北
石
化
状
況
成
立
の.基

本

条

件

で

あ

る

が

、
；，そ

の

場

合

の

化

；石

化

状

況

と

.

.は
、

；

.

先
に
分
析
し
た
農#'
都

市

の

、中

難

市化
と

い
う
事
実
以 

タ
.に

他

の
.農
村
稍
市
の
経
済
的
、

法
制
的
榮
達
未
熟
ま
で
を
含
む
.、.一
広
範
か
.；
つ

複

雑

な

状

況

な

：
の

.で
あ
る
。

つ
ま
り
封
建
制
度
の
内
邹
構
造 

が
停
滞
的
に
し
か
解
体
の
方
向
へ
と
進
展
し
なV場
合
に
；；お
い
て
は
、

/

都

市

市

民

に

と

、
っ

.
'T
、
：中
世
都
市
的
な
自
治
や
経
済
政
策
の
特
権
に
お 

V
て

の

み

自

己

：の
安
定̂

た
地
位
を
確
保
し
う
る
の.で
あ
0
て
、
こ
の
よ
う
な
特
権
を
与
え
ら|れ
ぬ
農
村
都
市
は
、
先
に
考
察
し
た
よ
う
な
中
.
 

si
i
t
M市
的
分
業
.
市
場
体
制
.へ

の

対

抗

的

要

素

を

内

包

し

つ

：
つ
も
、

.
そ

の

要

素

を

拡

太

発

展

せ

し

め

，
る

こ

と

に

重

大

な

制

限

が

.加
え
ら
.れ
る
の
で
.
 

あ

る

こ

う

丄
.て
農
村
内
部
の
封
建fl
度
の
未
解
体
は
、：
；本
来
封
建
制
度
に
解
体
.的
に
作
用
す
、ベ
き
農
村
都
市
を
し.て
、.
中
世
都
市
的
持
権I
得
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:の
方
向
へ
：と
向
か
わ
せ
、
：
中
世
都
市
と
近
世
都
市
の
分
業
、：
市
場
関
係
の
対
抗
的
性
格
を
、

'
.中

世

都

市

の

優

位

と

：い

'う
.倒

錯
-^
た
形
に
お
い
て
、

.. 

■ • 

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

. 

■

.

.

ぼ
か
し
て
し
ま
う
の.
.で
あ
る
。
:

.

.

.

'

>

'
. 

- 

一
 

.

..

......
 

-

■

'
.
.
.

「

■

-
- 

■ 

■ 

■

.

..
こ
.の
逆
に
封
建
制
度
の
内
馨
造
の
解
体
が
著
し
い
か
、
本
来
非
封
建
的
な
性

#
が

弹

い

：場

所

に

お
^\
て
：ば
、
農
村
か
ら
の
自
生
的
な
市
場
は
，

.

-

 

....... 

.. 

■ 

. 

- 

- 

.

. 

. 

, 

• 

.

.

.

.

.
-

中
世
都
市
的
な
特
権.へ
の
.志
向
を
：あ
ま
.り
も
た
ず
、
：
む
し
ろ
農
村
市
場
：や
市
場
町
.叹
形
：で
、'/
新
し
：い 

と
に
な

,(

"t
o

-) 

•

り
、
，：中
世
都
市
に
対
す
る
対
抗
関
得
も
明
白
に
あ
，ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ザ
ク
セ
ン
に
つ
い

.て
い
え
ば
、
ブ
ラ
シ
ュ
ケ
の

：

研
究
で
、
，先
の
直 

営
地
経
営
办
騎
士
農# :
と
_
う
形
€>
拡
大
が
'
殆
ど
み
ら
'れ
ぬ
地
域
が
、

ァ
ン
ナ

T

ル
ダ
が
ら
ッ
ヴ
ィ
ヵ
ゥ
に
か
け
て
の
土
ル
ッ
⑴
地
地
罾
で
あ 

る
，が
、
..こ.の
：間

に

こ

そ

、
.シ
チ
ヴ.+ァ

ル
'ッ
，
工
ン
ヾ
ベ
■ル
■グ
'と

ア

ケ

、
.，.
'ア..ィ
^
ゾ
‘ゾ
' 
ユ
ト
'ッ
，ク
0
両

極

を

中̂
と
.
.^
る
.，金

属

エ

業

，地

帯

が

あ

.：
っ
た
.
こ
と 

は
興
味
深
.い
事
実
で
あ
る
。へ
つ#
り
金
属
加
エ
業
と
し
：て
の
技
術
的
、
.ゾ
抵
齋
的
条
件
と'共
{0
と
0 (
地
域
.に
お
い
て
は
、

か
な
り
は
っ
き
り
と
中

.

:

’
 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

.

.

.

，

.

.

.ハ
：

:

世
都
市
的
市
場
体
制
ど
近
世
都
市
的
市
場
体
制
の
対
抗
が
み
ら
れ
：る
こ

「

ど
0
背
後
に
は
'
、
' 封

建

反

動

：の

最

知

少

な

が

「

っ'た
：と
：
い

う

事

情

も

あ

げ

ら

：

(

注
21) 

■ 

- 

」

,■
-

.

■:

:

れ
る
.€>
'.で
は
な
い
か
。.
ま
た
山
岳
地
带
の
繊
維
工
業
都
市
が
、，
農
村
工
業
：へ

y

の
中
世
都
市
的
対
抗'に
全
く
参
加
せ
ず
、
ケ
ム
ニッ
'ッ
の
市
場
体
制 

に
対
抗
す
る
か
な
ー
り
独
自
の
市
場
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
.て
'い
た
の
%-
'
、
;,
局
地
間
分
茱
の
混
在(

特
に
繊
維
工
業
と
金
属
工
業
と
の

)

と
共
に
、
，
こ
の

U 

;、上
2
.

)

- 

い,
.
.
'.
.
1
..

地
域
の
.封
建
制
の
内
部
構
造
の
特
殊
性
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
：よ

う
-:
°
.

こ
：の
地
域
に
お
が
て
南
ド
ィ
ッ
：の
：先
進
地
域
よ
り
波
及
し
た
農
民
ー
撥

.

. 

■

、U
3

 )

の

波

が

、
，
唯

一

の

激

し

い

反

応

を

.示
し
た
こ
と
も
、
：
地

域

封

葡̂
^
^

ザ
ク
ゼ
シ
の
場
合
に
は
第
五
表
、
：第
二
：十
三
.表

に

：み

ら

れ

石

よ
.う
に
、
農
村
都
市
群
の
中
に
中
世
都
市
的
な
も
の
：と
、
発
育
不
全
.の
純
農
村
的
な

, 

も
の
の
両
方
が
特
徴
的
であ
り
、
先
に
の
べ
た
よ
う
な
農
村
よ
り
の
自
生
型
市
場
定
住
の
純
粋
な
成
長
は
、こ
れ
ら
の
地
域
に

.お
い
て
'す
ら
行
わ
れ

.

.

: 

(

注
24)

難
か
っ
，た
と
い
え
よ
う
。
特
に第
五
：表
に
お
い
，て
農
村
市
場
町
と
農
村
小
都
市
の
大
部
分
が
、
発
育
不
全
型
に
留
ま
っ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
ニ
十 

三
表
に
お
い
て
.、
我(

々
が
今
ま
で
考
察
し
た
農
村
都
市
の
中
に
、
都
市
近
辺
に
、
，' 都
市
領
主
の
直
営
地
、.
騎
士
農
場
が
成
立
し
て
い
る
諸
都
市
が 

六
つ
も

あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
都
市
領
主
の
城
塞
の
建
設
が
、
十
六
世
紀
当
時
に
み
ら
れ
た
も
の
も
.一
つ
、
，
そ
の
他
以
前
よ
り
の
城
塞も
し
く
は
領

主
の
館
の
存
在
す
る
も
の
五
つ
で
あ
る
こ
と
等
の
諸
事
実
に
、

'ザ
ク
セ
ン
地
方
の
農
村
都
市
の
封
建
領
主.に
よ
る
体
制
内
包
摂
を
よ
み
と
る
こ
-と 

(

注
25)

•

が
出
来
る
。
.つ
ま
り
封
建
的
反
動
は
、
農
村
に
だ
：け
'で
.は
な
く
、
こ
の
中
か
ら
自
生
的
に
成
長
し
て.き
：た
農
村
都
市
に
対
し
て
も
様
々
の
形
で
ま 

.
向

さ

れた
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
都
市
の
化
石
化
状
況
を
造
り
出
す
の

に
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
と.み
る
べ
き
で
■あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
；で
一
部
農
村
都
市
の
中
世
都
市
へ
の
上
昇
と
、
他
の
部
分
.の
.都

市

領

主

へ

の

強

，い
従
属
と
：
い

う

化

石

化

現

象

は

、

以

上

に

：
の
：
ベ

た

基

本

’ 

..
 

.

.

的
封
建
支
配
の
関
係
に
お.け
る
領
主
の
相
対
的
優
位
さ
に
有
力
原
因
が
あ
る
と
共
に
、
こ
の
基
本
関
係
の
土
台
の
，上
に
畠
り

3A
つ
封
建
的
権
力
の 

内
部
構
造
に
も
、
原
因
の
：一
'半
が
あ
^
と
い
わ
な
く
'て
は
な
ら
な
い
。.周
知
の
よ
う
に
ゝ
ド.ィ
"ッ
^
お
け
る
封
建
権
カ
は
、
英
国
や
フ
ラ
ン
ス
の
よ 

う
な
中
央
集
権
体
制
を
形
成
せ
，ず
、
，
分
国
制
度
.partikularisls
、

領
邦
国
家
制
度
"Territorium

と
い
っ
た
表
現
，で
よ
ば
れ
る
分
散
権
力
体.

(

注
26)

. 

' 

:

- 

(

注
27
> 

.

制
を
特
徴
と
し
て
い
た
。
ド
ィ
ッ
に
お
け
る
中
央
集
権
権
力
.
"主
権
の
弱
体
化
は
、
.様

々
の
歴
史
的
事
情
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
成
立
し

, 

.
• 

• 

-
V 

.

て
く
る
領
邦
国
家
権
力
と
は
、
分
散
的
な
封
建
貴
族
の
政
治
権
力
》
階
層
制
を
基

«
と
し
て
、
王
権
に
代
‘っ
て
地
方
的
な
範
囲
で
政
治
権
カ
の
集 

中

を

み

た

.も
の
で
あ
っ
ン

て
、
分

散

，の

中

の

集

中

と

も

.い

.わ

れ

る

所

以

で
あ
る
。
，
し

か

も

こ

：の

よ

う

な

地

方

的

範

囲

：の

権

力

の

集

中

自

体

が

、
' 非
常

へ̂

8 ノ

に
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
て
、
.十
六
世
紀
当
時
全
ド
ィ.ッ
に
凡
そ
三
首
五
：十.の
大
小
め
分
国
，が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る<»
2
ザ
ク
セ
ン
地
方
に
つ
：
 

い
て
い
え
ば
、
こ
の
地
方
は
ラ
ン
デ
スへ
ル
で
あ
る

.

ザ
.ク
セ
シ
選
帝
侯
国
の
権
力
の
集
中
が
、
比
較
的
強
力
で
あ
っ
た
が
、
十
五
世
紀
に
ニ
つ
の

(

主 

J

)

:,
■

中
心
を
も
つ
分
国
体
制
に
変
質
し
、
後
に.は
：そ
の
中
心
は1

一：つ
'以
上

：
に

な

：
っ

た

。
：

-2」

の
：た
め
t
の
地
方
で
.は
西
南
ド
ィ
ッ
の
よ
：う
な
極
端
な
権
力

の
分
散
は
み
ら
れ
な
か
ら
た
と
は.い
え
、
領
邦
権
力
.の

分

割

；の

下

で

、
或

る

：程

度

.の

封

建

貴

族

の

小

分

国

体

制

も

可

能

で

，あ

っ

た

。
，
今

^

■
 

S
30)

セ
ン
の
マ
ィ
セ
.ン
地
域
'に
つ
い
て
第
四
図
と
：第
五
図
を
み
る̂
;'
:封
建
権
カ
構
造
の
複
雑
さ
が
、、
'よ

く

理

解

_で

き

よ

う

ノ

す

な

わ

ち

第

四

囪

に

お

い
て
我
々
は
ザ

ク
セ
シ
侯
家
に
属
す
る
村
々Am

t
s
d
5
r
f
e
r
^
、

か
な
'り
多
い
の
と
共
に
、
こ
れ
に
属
さ
ぬ
村
々

A
m
t
s
f
r
e
m
d
e
s
l
r
f
e
r

の
数

も
相
当
あ
.り
、
' こ
：れ
が
、
全
地
域
に
わ
た：.っ：て
分
散
し
て
：い
る
こ
と
が
刺
石
。
=:
:
さ
ら
に
第
芄
|2
1
に
よ
れ
ば
侯
爵
家
に
厲
す
る
村
々
の
中
に
は
、
下

, 

-
 

! 

.丨.

-

-

級

貴

族

で

あ

る

騎

士

：の
：所

領

：に

属

す

る

も

：の

'が
、
：
存
在
し
：て
お
ゥ
ノ
そ
の
内
土
級
裁
判
権
ま
ヤ
騎
士
が
行
使
し
う
る

-%
§
:

ー：十
：ー：，

^̂

バ
近
世
初
頭
中
部
ド
ィ
ッ
の
農
村
都
市
、
市
場
町
に
つ
い
て

(

三y 

.
'

四
七

(

九
：三

一
)
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:

.

:

.四

八(

九
三
ニ

)

.

を

：
1

フ

ン

デ

ス

，

へ：：

ル
：に

把

握

さ

れ

て

い

る

も

の

1.
さ
れ
て
：い
る
。
特
に
上
級
裁
濯
ま
で
行
使
し
う
る
騎
士
領
こ
そ
、
分
国
体
制
の
最
小
単
位
の
極
小
国
と
も
い
.う
べ
：.き
も
の
.で
^

^

.

と
と
ろ
ヤ
こ
の
よ
う
な
分
散
権
カ
構
造
が
、
，
農
村
都
市
0.
化
石
化
現
象
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
核
し
た
か
と
い
え
ば
、：'
そ

0
影
響
は
グ
ラ
ッ 

ド
.マ

ン

や

.
'>
ュ
ト
ー
ズ
の
い
う
よ
う
に
、
.
.ま
ず
大
小
の
分
国
領
主
によ
る
.過
度
の
都
市
建
設競
争
と

い
♦

形
で
あ
ら
わ
れ
る
。
'
グ
ラ
ッ
ド
マ
ン 

は
、'
'封
建
権
力
..の

分

散

が
.'
最
も
著
し
い
西
南
ド
ィ
ッ
、：
特
に
：そ
の
中
心
地
域
ダ
ュ

千
人
以
下
の
.極
小
、
，
最
小
の
都
市
が
、
多
数
の
封
建
貴
族
の
手
に
.よ
る
意
識
的
建
設
の
結
果
で
あ
る
と
し
て_

^

;こ
の
こ
と
は
、̂

罾
_
カ
の 

分
散
が
少
な
い
南
ド
ィ'ッ
最
大
のJ
フ
ン
；
デ

ス

へ

ル

；：ツ
：
：ャ

フ

ト

の

-
ィ
エ
，
ル

ン

侯

国

に

お

い

.て
，
：逆
：に
極
小
、

最
小
都
市
が
少
が
く
，

こ
て
に
代 

0
--
U
市
場
町
が
存
在
し
て.い
0
と
い
う
事
実
と
比
較
し
て
み
る
と
、
よ
り.明
白
■に
な
る
の
.で(

i t
.。.
ま
た
シ
.ュ
ト
ー
プ
は
、.
極
く
1
斤
5

中
世
後 

期
の
小
都
市
研
究
の
中
で

，w
e
¥
b
i
l
d
,
:

 Tal,: Freiheit,. '
M
a
r
k
t

 

.等
々
と
様
.々
な
呼
称
.で

よ

ば

れ

，る
：
都

市

的

定

_
に
注
目
し
、
そ
れ
、が
農
村
よ 

り
自
生
的
に
発
生
し
允
市
場
町̂

^

^

と̂
は
異
な
り
ヴ
法
制
的
に
は
，
か
：な
り
都
市
的
内
容
'の
：強
い
も
の
^
.あ
る
こ
^
か

ら

へ

'こ

れ

ら

の

小

都 

.市

的

定

住

.が
■ラ
ン
デ
ス
べ'.

-

ル
の
意
識
的
建
設̂

よ
る
;%
の
で
あ
る
と
す
^
の
.で
あ
.る
':
0
シ

ュ

，
ト

ー

プ
.■は
、
.：
こ
の
よ
う
な
無
政
府
的
都
市̂

^
の
.
 

原
因
と
：し
て
、
主
権
の
弱
体
化
と
領
弗
権
カ
め
分
散
と
い
う
歷
史
的
事
情
め
下
で
,
領
部
君
主
が

:'
'

古

典

的

中

世

都

市

を

自

己

.
の

権

カ

体

制

に

十 

分

組

み

久

：れ
る
こ
：と

が

出

来

ず

、

.
中

世

後

期'の
小
都
市
的
宠
住
の
建
設
：に.よ
0:
:て
自
己
の
権
カ
交
柱
を
新
た
に
作
り
出
さ
ん
と
.し
た
と
と
，に
あ
る 

と
い
う
の
：で
あ
る.。.
こ
の
よ
う
に
;^
ラ
'
;ッ
K
,マ

ゾ̂
，

シ
ュ
：ト
？
。フ
必.い
ず
れ
も
が
”

.封

建

德

カ

：の

分

散

：こ

そ

、

-:
.:
中

他

後

期

の

：小

都

市

群

を

発

生

.せ 

し
：め
た
契
機
で
あ
：る
と
：し
て
いる
が
、
グ

ラ
ッ
ド
マ
ソ
が
と
.の

他

に

農

業

生

産

力

の

増

進

と

麇

村

内

の

社

会

的

分

業

の

多

様

な

展

開

.を

も
、

こ
の 

時
期
の
づ
都
市
群
発
生
の
契
機
と
し
て
い
る
ひ

に..

対
し
て
、

シ
ュ
卜
丨
.

プ
，；

は
専
ら
；封
建
権
力
の
分
散
：と
い
う
政
治
史
的
事
実
に
唯

 
一.

■の
契
機
を
見 

出
し
て
い
る
£
我
々
は
す
で
に
、
第
一
：
節
、
第

二

節

に

，お
い
.て
ザ
ク
セ
ン
で
は
農
村
的_

町
以
外
に
、•
中

世

後

期

に

：尨

大

：な

小
都

市

群

が

発

生 

し

て

い

る

こ

と

，を

.、

.統
計
的
に
確
か
：.め
た
が
：
こ
の
小
都
市
群
の
：中
に
は
シ.ュ
ト
：丨

プ

の

い

う

領

主

に

よ

：る

意

識

的

建

設

；を

想

わ

し

.め

る

計

画

的
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I

1

第 2 4 表

都市の猶類

^ ルントへ/レ
域 所厲

破
. ■

市 小 都 市 市 場 町

市参辦会
ランデ
へノレ 騎士領 市参事会

ランデ 
スヘル 騎士領 市参市会

ラ.ンデ
スヘル 騎士領

Mittel ^chsen .. 7 3 1 4 11 9 0 1 2
Erzgeoirge 12 3 1 11 、8 9 0 2 5
Nordwest Sachsen 14 1 0 3 6 11 0 0 3

• 計':.
■ . . ,

. . . .

33 7 2 18 25 29 0 3 10

都
市
形
態
の
小
都
市
と
、
農
村
ょ
り
の
自
生
を
想
わ
し
め
る
村
落
形
態
の
持
続
す
る
小
都
市
の
両
方
が
略
均
衡

.

し
あ
つ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
発
見
し
た
。
従
つ
，て
そ
こ
か
ら
ラ
，ン
デ
ス
へ
ル
を
頂
点
と
す
る
大
小
の
封
建

- 

•
•

 

- 

•. 

.

貴
族
に
ょ
る
都
市
建
設
競
争
を
推
定1
ぅ
石
の
，
で

あ

る

が

、
，
：
そ

れ

は

計

画

型

小

都

市

の

建

設

の

み

な

ら

ず

；

農

.
^

村
内
部
か
ら
自
生
的
に
成
立
し

K

き
た
小
農
村
都
市
の
上
か
ら
め
把
握
と
：い
ぅ
極
点
に
ま
で
到
る
の
で
あ
る
。

f 

-
-

パ

:
;先

(0
グ
ラ
ッ
ド
マ
ン
の.主
張
は
、'ど
ち
ら
が
と
い
え
ば
、
中
世
後
期
'の
小
都
市
群
を
封
建
領
主
の
意
識
的
建
設 

-3
.の
産
物
本
レ
て
の
み
把
握
し
は
ぅ
と
す
る
傾
氣
を
も
つ
が
、

：

同
時
に
先
：に
あ
げ
た
.農
村
内
部
ょ
り
の
都
市
発
生 

Bd
.
.
:
.
.
の
契
機
を
始
め
、
，'農
村
か
ら
の
自
生
的
に
成
立
し
て
く
る
都
市
の
存
在
を
も
承
認
し
.て
い
る
の
で
あ
り
、
封

建.
 

,1 

:

権
力
.の
分
散
性
ば
、
：
農
村
都
市
の
上
か
ら
の
把
握
を
%,
び
ぎ
お

こ

：
す

の

で

：紅

^

.

ac
■ • 

: 

r

$n 

:
へ
我
々
ゆ
ザ
ク
セ
：ン
に
お
.计
る
分
散
封
建
権
力
の
、_b
か
ら
の
都
市
建
設
も1>
く
は
都
市
把
握
：の
実
態
を
第
ニ

»
v 

'

 

.

Li
s

十
三
表
と
第
ー
ー
十
四
表
か
ら
不
十
分
な
が
ら
調
べ
る
こ
と
へ
が
㈤

ま
る
ク
す
な
わ
ち
^

ー
ー
ナ
四
表
の
は
，

hn
一
 

■.
.
.
.

.
1

 

,世
紀f

l

時
の
西
ザ
ク
セ
ン
の
三
地
域
の
都
市
と
ダ
ルン'ト
ヘ
ル
の
，関

係

を

示

す

統

計

：で

あ

り

、

こ
；れ

は

ま

た

裁

er
.

.
:

.

.

.

.

.

、(

注
38)

.

.

ン
.

.

.

.

.I

 

:

判

證

権

と

の

：関
係
を
も
示
レ
て
い
る
。：
：と
こ
ろ
で
こ
の
表
を
各
る

.と

"

そ

の

大

半

が

古

典

的

都

市

で

あ

る

都 

o 

■

■ I.
V

市

.：

S
t
a
d
t

^
お

いH

は
、'
:さ

す

亦

に

：騎

士

：や

ラ

ン

デ

ス

ベ

.ル
を
都
市
領
主
ー
と
す
る
も
の
ノ
は

::
'
少
な
く
、
都
市
参

Cto
r
i
:事
会
の
権
限
の
強
さ
が
、：_
瞭

に

あ

ら

わ

：れ

て

い

る

。
へ
ご
れ
に
对
し
：
で

計

画

型

；と
：自

生

型

の

略

均

衡

し

あ

ぅ

小

1S
.
:

V H
'都

市

：8
茹
|

茳

：
に
お
：
い

「

て
；は
、
参

事

会

の

権

限

の

'強

，い

型

毛

或

る

程

度

存

在

;1
>
て 

k 

^

I

;:
::
vそ

れ

以

上.に
ラ
'
'
' /

デ

ス
へ
ル
が
.都

市

領

主

の

も

.の

(11.

十
五
：

)

V
:
騎
:±
が

都

市

領

主

め
4

の(

一
：
？

九

)

.
が

多

い

こ

と
 

1C
,
:.
が
判
る
。
：
ま
た
市
場
：町.
3肖
片
§

で
は
き
シ
デ
ス
^

,

':
'
,
'こ

の

内̂

ぃ

知

ゅ

る

小

都

市

は

、

中

世

後

靜

に

発

生

し

た

都

市

群

で

ぁ

る

が

^
 

ス
.
へ
ル

近
世
初
頭
中
部
ド
イ
ツ'の
農
村
都
市
、'市
場
町
に
つ
い
て

(

三)

,

:

.
:/
,/
■
四
九
.(

九
三
一

I

一
 >



'
- 

五
〇
：.

(

九
三
四)

■ 

. 

: 

■

....':

 

-

と
騎
士層

：.

の
都
市
建
設
に
お
け
る
犬
含
な
役
割
を
示
し
て
，い
る
と
い
え
：よ

.う
;'
°::

と
乂
に
ラ
ン
デ
.ス
，

へ：：

ル
と
共
共
に
騎
.士
層
が
都
市
領
主
と
し
て
登
場 

し
て
く
る
こ
と
ほ
ぢ
先
にの
ベ
た
ザ
ク
セ
ン
.：に
お
け
^
封
_
権
力
の
分
散
構
造
の
特
質
に
、
：
完
全
私
対
応
し
て
，い
る
。
;
と
こ
ろ
で
こ
の
小
都
市
の 

中
に
は
、
計
画
型
と
自
生
型
が
略
均
衡̂
あ
ら
て
い
る
が
、-'
:
'計
画
型
と
か
え
ど
も'
市
'#
事
会
の
自
治
権
を
十
分
与
え
ら
れ
ぬ
も
の
も
多
く
、
逆 

に
自
生
型
で
あ
づ
て
，も
市
参
事
会.の
自

冶

権

を

獲

得

す

る

も

，
の
.が

あ

っ
て
、
そ
こ
に
封
建
領
丰
に
よ
る
都
市
把
握
の
実
態
の
複
雑
さ
が
あ
る
の
で 

あ
る
。
今
我
々
が
、
農
村
工
業
の
中
心
地
と
し
て
，
し
ば
し
«
あ
げ
た
小
都
市
群
に
つ
い
て
：の
第

一.1

十
三
表
を
み
る
と
、
自
生
型
め
都
市
で
あ
っ

て
も
市
参
事
会
の
自
治
權の
確
立
し
て
い
る
も
の
一.一、
そ
れ
へ

の
過
'^
«
に
.あ
る
も
の
一
：
一
、

グ

ル

ン
ト
へ
ル
"が
都
市
領
主
権
を
強
力
に
行
使し
て

, 

.

.

.

.

.

. 

-
. 

,

い

る

と

想

わ

れ

る

も

，の

七

で

あ

る

。

ま

た
計
画
型
都
市
で
市
参
事
会.の
自
治
権
.の
確
立
^
.
,て
い
る
も
の
.は

な

く

、

そ
れ
へ
，
の

過

渡

期

に

あ

る

も

の

- 

(

生
39) 

'
 

. 

-- 

•

一
、V

ル
シ
ト
へ
ル
：が

都

布

領

主

.の
も
め
四
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
荆
る
よ
う
に
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
か
え
っ

.て
自
生
型
都
市
の
方
に
、
中

世
都
，市〈

.の
上
昇
転
化
現
象
が
著
し
い
の
で
あ
る
が、
こ
れ
は
明
ら
か
に
こ
れ
ち
の
都

市
の
■経
済
的
発
展
'に
よ
る
も
の
で
あ
ろう
。

と
同
吣
に
そ

0:
自
治
権
が
、.都
市
領
主
の
特
権
賦
与
の
形
で
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、，，
過
渡
的
状
態
の
都
市
に
お
，い
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、

(

都
市
領

主
の
支
配
4
自
治
と
い
う
_
態
の
推
移)

.こ
れ
は
先
.に
紹
介
し
た
才
.丨

バ

•
.ゥ
ル
.セ
.ヾ
ル'に
.つ
い
て
確
認
し
う
る.と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う

な
有
力
自
生
型
都
市
の
都
市
領
主.に
よ
る
中
世
都
市
化
は
、
、先
に
の
ベ
た
都
市
を
め
ぐ
る
領
邦
体
制
^
:
の
封
建
貴
族
の
都
市
建
設
競
争
に
密
接
に

関
る
都
市
把
握
競
争
の
結
果
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
自
生

.型

•
計
画
型
を
.と
わ
ず
|
般
に
自
治
権
を
与
え
ら
れ
た
都
市
以
上
ゼ
、
都
市

領
主
が
そ
の
ま
ま
都
市
へ
の
支
配
を
続
け
る
も
の
が
、
非
常
に
多
い
こ
と
は
、
よ
り
積
極
的
に
封
建
貴
族
の

.都
市
建
設
も
-1
.
く
は
都
市
把
握
競
争

. 

.

.

-
 

, 

' 

.

の

意

図(

領
邦
体
制
強
化)

を
示
す
も
.の
で
あ
.っ
て
、
，.こ
：れ
は
シ
ュ
ピ
ー
ス
，が.、

中
世
末
期
の
農
村
都
市
や
市
場
町
に
つ
い.て
、

す
で
に
指
摘
し

i

s) 

'

て
い
る
こ
•と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
十
四
世
紀
以
来.の
灝
邦
体
制
強
化
の
下
で
、
自
治
権
の
制
限
が
、
文
書
に
意
図
的
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
と 

の
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
領
邦
体
制
強
化
の
た
め
の
都
市
建
設
も
し
く
は
都
市
把
握
が
、
単
に
個
々
の
封
^
貴
族
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ 

た
だ
け
で
な
く
、'
.む
し
ろ
領
邦
権
力
の
担
い
手
で
あ
る
ラ
ン
デ
ス
へ
ル
に
よ
っ
て
も
、
阃
々
の
封
建
貴
族
に
.対
抗
し
て
努
力
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

我
々
は
第
二
十
一
一
表
に
お
い
て
自
生
型
の
内
の
三
、
計
画
型
の
内
の
五
が
、
ラ
ン
デ
ス
へ
ル
の
支
配
.の
下
に
あ
る

A
m
t
s
t

slt
e

で
あ
る
こ
と
を 

見
出
す
。
C
れ
は
ザ
ク
.セ
ン
に
お
い
て
も
ラ
.
ン
デ
ス
へ
ル
が
、
領
邦
体
制
強
化
の
た
め
に
都
市
建
設
乃
至
は
都
市
把
握
を
志
向
し
た
こ
と
を
示
し 

て
い
.る
。
..特
に
農
村
工
業
の
中
心
地
に
あ
る
ブ
.ル
.グ
シ
.ユ
.テ

ッ

ト

、

ホ

ー

キ

ン

、ゾ

'
ユ
'
タ
ンイ
ン
.、ア
ゥ
、

ア
.イ
べ
ン
.、ゾ.
モ
ト
.ッ
ク
が
い
ず
れ
も
、.
こ
，
 

の
種
の
都
市
で
あ
る
こ
と
は
、
興
味
深
い
。
ラ
ン
デ
ス
へ
ル
の
こ
の
よ
う
な
意
図
は
、：
、へ
ロ
ゥ
が
、
矢
張
り
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ
る

。
.

さ
て
以
上
の
ベ
た
よ
う
に
封
建
権
力
の.分
散
と
集
中
は
、
封
建
領
主
に
よ
る
都
市
建
設
も
し
く
は
都
市
把
握
の
運
動
を
よ
び
お
こ
し
、
こ
れ
が 

大
量
の
計
画
型
小
都
市
と
共
に
、.農
村
内
部
か
ら
自
生
的
に
成
立
し
て
く
る
小
都
市
に
も
及
び
、

か
く
し
て
少
数
の
自
治
権
を
確
立
し
た
都
市 

と
、
都
市
就
主
の
強
い
支
配
の
下
に
お
か
れ
る
都
市
群
ぺ
の
分
極
化
が
起
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
先
に
も
み
た
よ
う
に
こ
の
両
方
の
タ
イ
プ
に
、
 

農
村
都
市
の
化
石
化
現
象
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

.ら
ま
り
農
村
に
対
す
る
封
建
支
配
の
強
化
と
共
に
、
.
都
市
に
対
す
る
封
建
支
配
の
強
化
が
み
ら 

れ
る
場
合
に
は
、.農
村
都
市
は
、
中
世
都
市
的
閉
鎖
的
特
権
的
自
治
の
方
向
に
お
い
て
の
み
、
安
定
し
た
地
位
を
獲
得
し
う
る
の

•で
あ
る
が
、
少 

く
と
も
ザ
ク
セ
ン_に
お
い
て
は
こ
.の
地
位
を
獲
得
し
た
も
の
は.、
経
済
カ
の
発
展
し
た
少
数
の
都
市
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
都
市
は
、
農
村
と 

殆
ど
変
り
の
な
..い
状
態
.に
お
力
.れ
た
^-
ま
と
.な
る
の
で
あ
る
。
.

.さ
て
以
上
に
の
べ
た'の
は
、
農
村
都
市
の
中
世
都
市
化n
:化
石
化
現
象
を
起
す
諸
条
件
の
内
、
封
建
制
度
の
内
部
構
造
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ 

た
。
.と
こ
ろ
.で
こ
れ
ら
の
諸
条
件
は
、
相
互
に
絡.み
合
い
な
が
ら
'
.農
村
工
業
の
：一.層
の
進
展
の
基
礎.を
な
す
、

生

産(

経
営)•

条
件
と
市
場
条 

件
の
'双
方
を
制
限
し
、
そ
れ
に
よ.っ
'て
：農
村
エ
業
を
背
景
に
成
立
し
て
き
た.農
村
都
市
の
化
石$
現

象

を

現

実

化

す

る

の

で

あ

る

、が

-\
そ

の

底

に 

は
.農
村
都
市
の
成
立
条
件
そ
の
も.の
も
、'
,重
大
な
徙
割
を
演
ず
る
の.で
あ
る
0
我
々
は
先
に
第
四
節
に
お
い
て
農
村
都
市
発
生
の
第
ニ
条
件
と
し 

て
、
農
#.
:内
部
に
お
：け
る
社
会
的
分
業
の
：展
開
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
は
一
農
咏
共
啄
本
内

0
.い

お

ゆ

る

局

地

内

分

業

よ

.り
も
、
む
し
ろ
諸
農
村
共 

同
体
間
の
、
局
地
間
分
業
と
い̂
れ
る
^
J(7
)
.f
軸
と
す
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
の
.よ
う
な
局
地
間
分
業
は
、
さ
ら
に
局
地
間
分
業

0 :
_
接
も
し 

く
は
混
在
と
い
わ.れ
ゐ
広
い
意
味
で
の
令
れ
ど.:
'
>同

|
產
業
部
門
内
の
最
終
脉
エ
過
程
と
そ
れ
以
外
の
3 1

程

の

間

の

分

業

と

'
い

わ

れ

る

狭

い

意

味 

近
世
初
頭
中
部.ド
イ
ッ
の
農
村
都
市
、
市
場
町
に
つ
い
て

(

三) 

五

一(

九
三
五)

.



で§
ぞ
れ
と
'
第
三
に
こ
の
よis

な
二
重
の
基
軸
部
門
を
中^ :
ど
3
て

都

市

化

し

；た

定

住

内

^.
.で
办
局
地
时
分
業
が
、
周
迈
農
村
と
の
.間
で
取
り 

紙
ぶ
局
地
間
分
業
が
一
一

一.
P

に
区
別
ざ
れ
る
が
、’実
際
に
は
こ
れ
ら
が
根̂
 

局 

地
間
市
場
と
じ
^
の
性
格
を
与
：え
石
の
：で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
4'
前

：に
の
べ
：
た

上

う

に

.で

れ
^
.市

場

定̂

地
0
市

場

ぼ

、
：
よ

り

広

い

地

方

的

市

場 

圈
‘の
ー
環
之
し
て
の
歲
市
と
、
こ
れ
ど
重.な
り
合
い
つ
っ
、
' よ
り
集
約
的
な
農
抹
間
の
商
ロ
叫
交
衡
办
場
で
あ
っ
た
行
商
.的

市

場

圏

と,'
.
さ

ら

に

よ

り

狹

い

周

辺

農

村

ど

，の

様

々

な

商

品

交

換

の

場

.と
し
て
の
週
.市
0.
-
三
.つ
に
よ
0
て
代
表
さ
れ
、

(

厨
地
内
交
換
は
僅
か
に
週
市
と
：区
別
さ.れ
る
.日
市

'.,

. 

-
-

 

•

に
示
さ
'れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
で
前
三
者
の
市
場
圏
こ
そ

、

これ
ら
農
村
都
市
の
市
場
の
局
地
間
的
性
格
を
示
す
も
の
.で
あ
る
が
、
他
な
ら 

ぬ
こ
.の

性

格

、

特

に

'歳

市

と

週

市

の

示

す

制

限

さ
：れ
た
局
地
間
交
換
こ
そ
、
先..に
；€>
:
べ

わ

封

建

制

の

内

部

撳

造

の

反

動

的

性

格

と

結

合

し

て

農

村

.
■

-(

注
43)

都
市
の
中
世
都
市
化
現
象
を‘ひ
き
お
こ
す
の
.で
あ
る
。
す
な
わ
ち
封
建
貴
族
，の
農
民
に
対
す
る
直
接
の
、
様
々
な
反
動
化
の
試
み
は
、
全
体
と
し 

て
の
農
民
を
封
建
的
小
生
産
者̂
枠

に

繫

ぎ

，と

め

る

も

の

で

‘

っ
て
、
こ
こ
に
生
産
者
の
絶
え
ざ
る
再
生
産
や
こ
れ
に
基
く
農
民
層
分
解
の
不

fi 

底
性
乃
至
は
地
主—

小
作
関
係
べ
の
歪
曲
化
が
う
ま
れ
、
•
小
生
産
者
の
小
商
品
生
産
者
と
し
て
の
展
開
や
そ
の
産
業
資
本
家
へ
の
成
長
は
、
極
め 

.て
停
滞
的
な
形
で
し
か
み
ら
れ
な
く
な
る
が
、
こ
れ
は
農
村
工
業
に
お
け
る
産
業
資
本
の
形
成
乃
至
は
実
存
条
件
を
そ
れ
自
体
直
接
に
も
制
限
す 

る
が
、
同
時
に
市
場
の
展
開
の
停
滞
性
を
伴
う
こ
と
に
よ
っ
’て
間
接
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
す
な
わ
ち
封
建
貴
族
：の
相
対
的
優
位
は
、
市
場
の
、
 

と
り
わ
け
農
村
内
部
か
ら
成
立
し
て.く
る
局
地
的
市
場.の
停
滞
も
し
く
は
萎
縮
を
結
果
す
る
の
でf

t
。

こ
れ
に
'先

の

封

建

権

力

の

分

散

性

に

基 

く
過
度
の
市
場
建
設
が
加
わ
る
と
、
市
場
の
停
滞
性
は
、
益
々
強
度
の
も
の
と
し
て
：感
じ
：ら

ix
r
¥

つ
ま
り
封
建
貴
族
の
都
市
建
設
乃
至
は
把
握 

競
争
は
、
た
だ
で
さ
え
狭
溢
に
なL
が
ち
な
国
内
市
場
丨
地
方
的
市
場

—

地
域
的
市
場
を
益
々
人
為
的
に
一
つ
の
枠
の
中
に
は
め
こ
む
よ
う
な
作 

用
を
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ニ
重
の
市
場
の
停
滞
性
は
、：
元
来
局
地
間
的
市
場
の
性
格
の
強
い
農
村
都
市
を
し
て

',
益
々
特
権
的
、
制
限

.(

注
46)

-

的
局
地
間
市
場
の
結
節
点
へ
，と
変
質
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
農
村
都
市
の
市
場
の
局
地
間
的
性
格
そ
れ
自
体
は
、
農
村
内
部
に
お
け
る

.
 

- 

.

— 

.，
 

■
 

■

.

.

新
し
い
市
場
関
係
の
結
節
点
と
し
て
、
古
典
的
中
世
都
市
の
市
場
関
係
よ
り
一
歩
進
ん
だ
、
周
辺
農
村
と
の
よ
り
平
等
.な
交
換
関
係
を
示
す

の
で

あ
る
が
、
そ
れ
が
周
辺
農
村
に
お
け
る
封
建
制
の
強
化
と
農
村
都
市
自
身
の
封
建
領
主
に
よ
る
把
握
乃
至
：は
建
設
と
■こ
れ
に
伴
う
市
場
条
件
の
惡 

化
と
い

っ
た
諸
事
情
の
下
.に
あ
っ
て
は
，
周
辺
農
村
と
の
局
地
間
的
交
換
の
一
，
方
的
制
限
を
始
め
、

.よ
り
：広
い
地
域
的
市
：場
圏
と
の
関
係
に
お
い 

で
も
、
自
由
な
ハ
订
商
圏
よ'り
も
遠
隔
地
商
人
資
本
を
中
心
と
す
る
各
都
市
の
歳
市

—

有
カ
都
市
の
メ
ツ
セ
：体

制

(

中
世
都
市
的
地
方
的
市
場
圈
.

)

へ
の

(

J E
7

)

組
み
入
れ
と
い
っ
た
方
向
べ
と
変
質
し..て
行
く
ご
と
に
な
る
の
で
あ
が。

；'

ざ
て
我
々
が
.第
五
節
で
分
析
し
た
ザ
ク
セ
ン
の
農
村
麻
織
物
地
帯
の
農
村
都
市
'の
麻
織
物
エ
の
，
農
村
工
業
に
対
す
る
苦
情
を
想
い
起
す
と
、

そ
の
苦
情
は
原
料
供
給
者
と
し
て
の
農
村
と
原
料
加
工
者
と
.し
て
の
都
市
の
間
の
局
地
間
交
換
と
い
う
中
世
都
市
的
原
則
か
ら
の
逸
脱
を
訴
え
た

.

.

.

.

も
の
で
あ

り

、'特
に
こ
の
よ
う
な
局
地
間
交
換'€
>
制
限
が
、
禁
制
圏
內
に
厳
し
く
要
求
さ
れ.た
所
に
そ
0'
苦
情
の
中
世
都
市
的
性
格
を
み
る
こ
と 

が
：出
来
る
0

事
実
こ
.れ
ら
，
の

苦

情

に

ラ

：
ン

デ

ス

へ

ル

が

応

じ

.て

出

来

た

千

四

百

八

.
十一
一
年
の
ラ
ン.ト
条
例
：に
お
い
て
は
、

四
：分
の
一
マ
イ
小

(

注0
0

 

ノ

(

禁
制
圈
>
内
の
手
エ
業
者
を
禁
止
し.て
い
^

:
こ
の
よ
う
な
ラ
：ン

.デ
ス
へ
ル

'に
よ
る
局
地
間
交
換
の
特
権
化
、
.；地

或

的

固

定

化

は

、

’
千

四

茳
1|
:

十 

一
年
の
，
ラ

ン

ト

の

条

例

に

も

、

明

白

.に
意
図
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
こ
：で
.は
ヶ
A
ニ
ツ
ツ
の
漂
白
独
占
と
関
連
し
て
ニ
 

H 

.ル
ン
べ
ル
グ
、
ヶ

. 

ム
ニ
ツ
ツ
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
歳
市
を
め
あ
て
に
漂
白
を
行
う
ベ
.き
こ
と
が
訴
え
ち
れ
、
当
時
の
有
力
都
市
の
歳
市
の
重
要
性
が
、
窺
え
る
と
共 

に
、
.麻

糸

の

買

付

け

に

つ

い

て

は

「

，漂
.白
所
の
為
に
働
き
、
そ
の
：製
品.を
差
し
出
す
麻
織
工
乃
至
ぼ
麻
糸
買
付
人
は
、
彼
が
都
市
、
；
市
場
町
、
農 

村
の
い
ず
れ
に
住
ん
で
い
て
も
、
こ
の
地
方
の
凡
ゆ
る
市
場
及
び
市
場
町
：の
市
場
日
に
の
み
、
自
由
な
買
付
け

.を
な
し
ヶ
る
が
、
.
そ
れ
以
外
で
は 

買
付
け
を
^
て
は
な
ら
な
いj

と
規
定
し
、明
ら
か
に
都
市
、
.市
場
.町
の
市
場
の
'局
地
間
的
性
格
の
：固
定
化
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
こ
と
が
帳
^

こ
の
よ
う
な
局
地
間
的
市
場
構
造
の
固
定
化
、
特
権
化
は
、

.単
に
農
村
工
業
に
関
速
し
た.部

門

で

な

く

て

：も

、
：
都

市

内

に

展

開

し

た

：局

地

間

分

業

' 
.
 

.

■

■

 

: 

.

.

. 

• 

•

の
生
産
: ^(

半
工
業
製
品)

：
と
周
辺
農
村
の.農

産

物

と

の

：間

の

局

地

間

交

換

に

つ

い

：
て

も

、

既

存

の

農

村

都

市

の

.週

市

へ

の

制

度

的

集

中

と

い

う

形 

で
"
.'
行

な

わ

れ

る0
で

あ

る

。
：
こ
：の

場
合
に

_も
先
の
千
四
苗
八#

三
年
の
ラ
ン
ト
条
例
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
都
市
周
辺
の
禁
制
圈
内
ほ
ど
、
，
局 

地
間
交
換
体
制
確
立̂

対
象
と
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
禁
制
圏
の
内
外
で
は
.、.
.農
村
工
業
へ
の
農
村
都
市
の
態
度
も
変
化
す
る
の
で
あ
っ
て
、
 

近
世
初
頭
中
部
ド
イ
ツ
の
農
村
都
市
、
市
場
町
に
つ
い
て

(

三) 

五
一一.一
，

(

九
三
，七

》



V
. 

:

五

四
■

(

九
.三
：八)

：

. 

(

注
51) 

.

-.
外
め
方
が
比
較
的
制
限
が
弱
い
の
で
あ
る
。

■

广
，こ

の

よ> に
農
村
都
市
の
特
殊
に
歪
曲
化
さ
れ.た
局
地
間
市
場
都
市
へ'の

転

換

は

、
；
：
領

邦

齡

K
制
：の
下
に
お
け.る

、
；.；，
生

産

条

件f
市
湯
条
件
の

.

.

.

-

靈
的
停
滞
性
之
完
全
ヒ
対
虑
す
る
の.で
あ
.る
が
、

.

同
r
よ

次

な

関

係

創

設

の

試

み

が

：、
ぺ
当
時

.の
3:
丨
'ロ
ヾ
ッ
；
：。
ハ
：の

先

進

国

で

あ

：る
ィ

.ギ
リ
：ス
に
お

.

.

.

. 

,

.

. 

- 

•

.
い
て
す
ら
見
出
せ̂

め
セ
あ
右
パ
つ
ま
り
午
五
育
六
主
ニ
年
に
誕
生
^

た
ネ
贫
认
^

の
跋
人
条
例
に
よ
る
と
都
市
、

:-
-

市
場
町
べ
の
’局
地
間
市
場
：の 

集
中
が
意
図
さ
れ
て.：い.
た
が
、■:
そ
れ
は
絶
対
芏
政
に
よ
名
農
村
都
市
の
上
'が
：
ら

：
の

把

握

；
で
：あ

1

,

3
 
く

.,
:

.

こ
う
し
で
周
辺
農
村.に
普
及
し
た
農
村.エ
業
：.の
_中
心
地
#
レ
て
，
^̂

節
点
^
し
て
た
ち
あ
ら
わ
机
た
農
村
都
市
は
、
.
狭
め
ら
れ
た
生
産
、ぺ
：市
場
条
件
の
下
で
ゆ
V'
!
!
村
に
お
け
る
封
建
制
め解
体
を

チ
エ
ッ
ク
す

る
よ

う
な
特
権
的
.、：
：閉
鎖
的
局
地
間
市
場
の
中
心
地(

へ
と
変
質
し
て
行
く
の
で
あ
る
。)

：.し
か
し
我
々
が
す
で
：に
第
三
節
で
み
た
よ
う
に
、.そ
れ
は
、
封
建

. 

. 

, 

. 

- 

.

制
の
内
部
構
造
と
い
う
、
.：
よ
り
.基
本
的
条
件
の
性
格
に
よ
る
の_で
あ
っ
.：
て

、

こ
，
の

条

件

が

.緩
や
か
で
、.：：封
建
制
の
解
体
が
著
し.い
場
所
で
は
、
農 

村
都
市
市
場
の
局
地
間
的
性
格
は
、

.

そ
れ
ほ
ど
き
わ
立
っ
た
特
権
的
閉
鎖
的
な
も
の
と
な
ら
ず
、

':
:が
え
っ
て
周
辺

.農

村

^

の

均

衡

を

保

ち

つ

つ

発

.(

注
53) 

：

展
'し
て
行
く
こ
と
を
得
る_の
：で
あ
る
。.
そ
こ
.で

は|

見
近
世
初
頭
に
お
け
る
市
場
関
係
の
形
成
は
、：
未
熟
：で

、
.農
村
内
部
に
埋
没
し
て
い
る
か
に.
 

み
え
.な
が
ら
、
十
九
世
紀
の
産
業̂
命
に
向
っ
て
順
調
な
発
展
：を
と
げ
て
行
く
こ
：と
に
な
る
の
：で
あ
り
、

:.
逆
.に 

一'
見

華

や

か

な

る

発

展

を

と

げ

た 

か

に

.みえ
る
農
村
都
市
の
中
世
都
市
へ
の
上
昇
転
化
現
象
の
著
し
い
所
で
は
、

.

産
業
革
命
べ
.の
.道
は
、
都
市
中
5
の
甚
だ
歪
曲
さ
れ
た
形
で
し
か

.

(

注
54)

進
展
し
.な
：い
の
で
あ
る0

:

農
村
都
市
の
中
世
都
市
化
と
い.う
倒
錯
し
た
現
象
は
、
こ
の
：よ
う
に
基
本
的
に
.は
封
建
制
の
内
部
構
造
と
こ
れ
に
深
く
規
定
さ
れ
た
生
産
及
び

市
場
条
件
の
限
定
に
，
そ
の
成
立
条
件
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

.同
時
に
.こ
の
条
件
の
備
わ
っ
た
上'で
、
.
そ
の
現
象
を
強
め
る役
目
を
：負
う
の

-

. 

.

.

が
、
国
内
的
も
し
く
は
国
際
的
な
社
会
的
分
業
及
び
：市
場
の
不
均
等
な
発
展
で
あ
る

:0

我
々
は
、
す
で
.に

中

世

末

期

が
'̂
近

世

初

頭

にか

け

て

、ョ 

丨
ロ
ッ
，パ
全
体
に
亘
つ
て
の
、
国
際
経
済
の
め
ざ
ま
1>
'
ぃ
進
展
を
見
出
し
ぅ
る
し
、.、ま
た
夫
々
の
国
内
に
ぉ
ぃ
て
も
、
統
ー
じ
た
国
内
市
場
形
获

、
f

 

. 

(

注
55)

、

. 

.

へ
の
新
た
な
胎
動
を
読
み
取
る
こ
と
も
出
来
る
。
こ
の
よ
う
な
国
際
的
、
国
内
的
な
社
会
的
分
業
の
進
展
や
そ
れ
に
基
く
布
場
関
係
の
展
開
は
、
 

中
世
紀
に
お
い
て
す
で
に
或
る
程
度
存
在
し
た
地
域
的
な
特
化
と
こ
れ
に
伴
う
批
互
交
換

"
中
世
的
世
:#
経
済
圏
と
実
際
に
は
、
重
な
り
合
い
つ 

つ
も
強
力
な
国
民
経
済
卩
国
内
市
場
を
背
景.に
す
る
近
代
的
世
界
的
分
業
圏

=

市
場
圏
に
一
歩
接
近
し
て
行
く
こ
と
に
な
貌
巧
—
吁
れ
ど
も
そ
の 

接
近
は
必
ず
し
も
連
続
的
な
も
の
で
は
な
く
、
夫
々
の
国
内
市
場
形
成
過
程
に
次
ぎ

.く
か
か
っ

.て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
い
わ
ゆ
る
初
期 

資
本
主
義
の
時
代
に
、
華
や
か
に
国
際
市
場
に
登
場
し
つ
つ
も
、
近
代
資
本
主
義
の

.確
立
期
に
は
、

t$
>
-し
ろ
ョ

I 
ロ
ツ
パ
の
资
進
国
と
し
て
取
り 

残
さ
れ
た
国
々
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
オ
ラ
ン
ダ
や
ス
。へ
イ
ン
、
ポ
ル
：

>

ガ
ル
、
...
：イ
タ
.リ

ヤ
->

共
に
.、

こ

の

種

の

国

と

し

て

ド

イ

ツ

_を 

み
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
の
よ
う
な
国
際
的
不
均
等
発
展
の
問
題
は
、
結
局
は
、

.夫
々
の
国
民
経
済
の.不
均
等
な
展
開
の
問
題
に
帰
着
す
る
。 

さ
し
あ
允
り
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
我
々
が
今
迄
分
析
し
て
き
た
よ
う
な
、

'
統
，ー
的
国
内
市
場
形
成
を
妨.げ
る
.、
封
建
制
度
及
び
社
会
的
分
業
の
，
 

停
滞
的
発
展
と
こ
れ
に
基
く
新
た
な
市
場
関
係
の
化
石
化
現
象
.こ
そ
が
、

..ド

イ
ツ
の
国
際
的
分
業
、
市
場
体
制
に
：お
け
を
劣
位
の
■
本
原
因
だ
と
.
 

い
う
こ
と
が
出
来
る
。
と
こ
ろ
で
そ
：の
よ
う
な
国
内
条
件
は
、

一
方
に
お
い
て
、
国
内
の
先
進
地
域
で
発
展
し
て
き
た
商
業

.資
本
を
、
生
産
の
基 

盤
か
ら
遊
離
し
た
国
際
的
投
機
資
本
に
転
化
せ
し
め
る
と
共
に
;;
>
.国
内
に
お
い
て
も
生
産
を
外
が
ら
縛
り
つ
げ
る
前
期
的
商
業
資
本

(

も
し
く
は 

.そ
の
延
長
と
し
て
の
前
期
的
産
業
資
本

)

>
.い
'う
存
在
の
様
式
をj

層
確
固
た
る
も
の
と#

.

特
に
政
治
的
分
裂
が
激
し
：く
、
.従

っ

.
て

ま

た

封

建

制 

度
の
内
部
構
造
の
解
体
の
度
合
い
も
、
ま
ち
ま
ち
で
あ
づ
た
ド
イ
ツ
で
は
、
商
業
資
本
が
国
際
的
に
華
や
か
に
登
場
す
れ
ば
す
る
程
、
商
業
資
本 

自
体
に
と
っ
て
有
利
な
事
態
が
、
.'

.国
内
的
に
も
大
き
く
分
業
及
び
市
場
関
係
の
不
均
等
な
発
展
を
.促
進
し
、
こ
う.む
た
自
縄
自
縛
的
な
.不
均
等
発

展
.の
苒
生
產
が
起
こ
り
、
統
一.
.国
内
市
場
形
成
.ぼ
、
：非
常
に
停
滞
的
に
し
が
進̂ 

へ

.

.

.
•
+
.
.
.
. 

, 

..

•
一.
.
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

：
... 

. 

•+ 

+
• 

+

我

々
•の
：考
察
し
た
ザ
ク
セ
ン
に.つ
.い
.て
：い
東
ば
.、
.;
/

:

い
て
も
、
' 国
内
的
な
分
業
、.市
場
条
件
に
お
.

い
：：

て
も
ド
：イ

ツ
に 

お
い
て
最
も
有
利
な
地
位
を
占
め.で
.い
：た
西
南
ド
イ
ツ
の
商
業
資
本
の
東
方
進
出
め
動
ぎ
に
メ
ぺ
龙
き
ぐ
卷
ぎ
こ
ま
故
へ
と
れ
に
よ
っ
て
ザ
ク
七
ン 

自
体
が
、.す
で

に

領

满

依

制

下

：
に

.あ
0
て
：、
：
進

み

始

め

.で
：5
た
構
造
停
滞
的
な
形
：で
の_近
：代
化
へ
の
^
み
が
フ
.ま
す
.ま
す
そ
0'
カ
向
へ
と
向
け
ら
''

近
世
初
頭
中
部
ド
イ
ツ
の
農
村
都
市
、
市
場
町
に
つ
い
て(

三)

.
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' 
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(

注
60) 

.
，
-

れ
て
行
く
こ
と

と

な

っ
.た
.。
へす
な
わ
ち
当
初
か
ら
局
地
的
布
場
.圏
と
は
、
.
.か
げ
離
れ
た
：遠
隔
地
市
場
目
当

V
：

の
銀
生
産
を
始
めと
す

る
鉱
山
都
市
：
 

の
"

西
南
ド
ィ
ッ
商
業
資
本
：の
運
命
との
：

I

体

化

(

十
七
世
期
初
頭
に
お
け
る
破
産
：、：
衰
退

〉

、は
^
^
:
'

「

局
地
的
市
場
：圏
形
成
の

—方
の
担
い
手
と
し 

て

旦

.は
登
場
し
な
が
ら
も
、
西
南
ド
ィ
ッ
商
業
資
本
の
龙
太
な
資
本
力
及
び
；一
時
的
で
は
あ
：っ
'て
も大
き
な
国
際
的
市
場
支
配
力
の
前
に
身

 ̂

投
げ
出
し
た
ザ
ク
セ
ン
麻
織
物
業
の
中
心
的
諸
都
市
、
■•■特
に
農
村
内
部
か
ら
南
生
的
に
.成
立
し
て
き
た
農
村
小
都
市
は
、
自
ら
の
発
生
基
盤
で
あ 

る
周
辺
農
村
に
対
し
て
、.
.問
屋
制
前
貸
制
の
網
め
自
，を
広
げ
る
役
割
を
、

''
'
.
:自
.ら
.買

0
.
.
て
出
て
、.
.国
内
的
、
.国
際
的
不
均
等
発
展
の
ひ
ず
み
を
う

' 

• 

-

(

注
62)

け
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
尤
も
ザ
ク
セ
ン.の
.最
東
郤
の
上
ラ
ゥ
ズ
ィ
ッ
ッ
地
方.に
お
け
な
、'..
が
か
る
ひ
ず
み
.は
' 
そ
の
地
域
内
胤
の
諸
事
情

.

.

. 

.

 

-

(

と
り
わ
け
グ
ー
ッ
へ.，ル
シ
：
ャ
フ

ト
の

形

成
、

確

立

)

に

甚

き

..つ

つ

、

最
も
苛
烈
な
、
';

都
市
ッ
y
,
7
'
h
‘へ
のV
.

周
辺
農
村
工
業
の
従
属
を
う
み
だ
す
の
に 

役
立
っ
た
が
、
澍
^
制
：の
内
部
構
造
と
社
会
的
分
業
の
局
地
間
的
展
開
に
.規
定
さ
れ
.て
、
と
も
：か
：く
農
村
内
部
か
ら
多
く
の
小
都
市
を
成
立
せ
し 

め
た
西
ザ
ク
:%
:
>の
.
.
.
一.帯
で
.は
、'近
代
化=
統
：一
的
国
内
市
場
の
形
成
に
つ
ら
な
る
集
約
的
局
地
間
市
場
の
中
世
都
市
的
局
地
間
市
場
へ
の
変
質 

と
い
う
、‘；
：
ょ

り

中

間

的

な

表

.現
形
態
を
と
っ
た
。
：
し
：か
も
そ
れ
は
、
..
'
一：.面
的
に
そ
の
皆
滞
性
、だ
け
を
強
調
す
る
こ
と
の
出
来
ぬ
、
複
雑
な
事
態
な

の
.で
あ
る
が
，
こ
の
ょ
う
な
エ.
.ル_べ
河
を
境
に
1>
た
.両
ザ
.ク
セ
.ン
の
構
造
停
滞
の
差
異
ば
、,い
.わ
.ゆ
る
国
際
的
、
；国
内
的
不
均
等
の
問11
が
、
結

.

.

.

. 

.

•

局
ば
当
該
地
域.の
内
部
的
事
情
に
大
き
ぐ
侬
存
し
て
い
る
こ
と
：を
示
し
て
い
る
。：
我
々
は
、

'.
以
上
め
論
稿
に
：お
：い
て
、
こ
の
内
部
事
情
の
最
も
重 

要
な
も
め
が
、
封
建
制
度
の
内
部
構
造
と
農
村
内
部
に
お
け
'る
社
会
的
分
業.の
.局
地
間
的
展
開
度
及
び
、
！
そ
れ
に
菡
く
爵
地
間
市
場
の
展
開
度
で 

あ
.る
.こ
.と
_を
示
1>

え
た
と
思
う
。
.，. 

.
'

.

.

. 

• 

. 

■ 

■ 

■ 

•

.
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節
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誌
三
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号
三
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頁
七
表
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こ
で
は
ケ
ム 

一

r

ッ
ッ
周
辺
に
お
い
て
十
六
世
紀
に
十
三
ヶ
村
、
十
七
世
紀
に
十
ヶ
村
の
騎
士
農
場
の
成 

立
が
み
ら
れ
る
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お
騎
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は
百
四
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で
あ
る
。
 

-

(

10) 

R

 S
t
s
c
b
k
e
,

 

a. 

a. 

C
V
S
.
1
2
0

 

f
,

騎
士
領
は
裁
判
権
'と
詧
察
権
と
を
か
ね
そ
な
え
た
家
父
長
的
支
配
を
貫
徹
し
て
い
た
。K

.

 H
.

 Q
u
i
r
l
n
,

 

H
e
r
r
s
c
h

丨
 

a
f
t

 

u
n
d

 

G
^
m
e
i
n
d
e

 

n
a
c
h

 

m
i
t
t
e
l
d
e
u
t
s
c
h
b
n

 

Q
u
e
l
l
e
n

 d
e
s

 

1
2
. 

bis 

18. 

J
a
h
r
h
u
n
d
e
r
t
s
'
1
9
5
2
,

 

S
S
.

OO0
—

8
9
.

ク
ィ
リ
ン
は
、
十
六
世
紀
以
来
、
封
建 

領
主
の
下
級
裁
判
権
と
村
落
裁
判
と
が
融
合
し
て
：、
.家
産
的
裁
判
支
配
と
な
^

、
封
建
貴
族
の
分
散
権
力
体
制
が
強
化
し
た
と
い
っ
て
い
る
。

<
1̂1)

.
w
.
 

K

o:t
s
c
h
k
e
v

 a.: a. 

0
.
,

'
s
s
.
_
. 

1
2
3
—

1
2
5
;

 

F
,

 
x
ps
:
t
g
e
.

 

D
i
e

 

M
t
t
e
l
d
e
u
t
s
c
h
e
'
G
r
t
l
n
d
h
e
r
r
s
c
h
a
f
t
,

 

1
9
5
7
,

 

2

 A
u
A
a
g
e
,

 

s. 

2
1
9
'

12) 

F
.
s
t
g
e
,

 

ibid., 

S
S
.

 

2
2
1
1
2
3
s
.

(

13) 

G
,

 

Heitz,. a. 

p
. 0., 

S
S
.

 

7
5
1
7
6
,

(

14) 

G
.

 

H
e
i
t
z
,

 

i
bid.'s. 

-46, 

T
a
b
e
l
l
e

 

8
.

(

15) 

G
.

 

H
e
i
t
z
'
i
b
i
d
.
,

 

S. 

5
1
,
T
a
b
e
l
l
e

 

9

 

f.

w
- 

^
 

w
- 

i

o

l

:

?
 

^

(

17) 

Ibid., 

s
,

 7
6
.

 

■ 

. 

, 

:

■

18) 

F
.

 

Liitge, 

a. 

a. 

p
 S

S
.

 

S
9
1
1
0
1
, 

1
1
3
—

2
1
5
,

 

.

19)

大
塚
久
雄「

欧
州
経
済
史」

百
四
十
九—

百
五
十
頁
。H

.

 

s
t
8

b, 

a. 

a. 

0
,

 

s. 

27. 

:

20)

.
 

H
.

 

s
t
o
o
r
i
b
i
d
.
,

 

S
S
.

 

2
6
—

2
7
.

彼
は
ド
ィ
ッ
と
は
対
照
的
に
中
央
集
権
制
が
.強
く
、
封
建
貴
族
の
権
力
が
制
限
さ
れ
た
.北
フ
ラ
ン
ス
で
は
中
世
後
半
約 

三
百
の
農
村
市
場ville 

n
e
u
v
e
s

が
発
生
.し
だ
が
、
こ
れ
は
中
世
的
大
都
市
ょ
ヴ
も
.、
大
き
な
自
治
を
農
村
の
ま
ま
享
受
し
て
い
た
と
い
っ
て
い
る
。
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表
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み
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と
こ
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域
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ど
再
版
農
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ら
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な
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こ
と
が
判
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で
へ
ブ
ケ
の
い
ぅ
ょ
ぅ
に
、
金
属
工
業

は
、.
.封
建
制
が
‘余
り
確
立
し
て
お
ら
な
い
森
林
地
帯
内
部
に
発
展
す
る
の
で
あ
.る
。
但
し
ザ
ク
セ
>
め
こ
の
地
方
に
.は
多
く
の
特
権
的
鉱
山
都
市
が
発
生
し
て
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史
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さ
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よ
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さ
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強
ま
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し
て
い
る
。
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か
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え
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農
村
都
市
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を
局
地
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的
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の
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と
ら
克
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こ
.と
に
は
、
問
題
が
，あ
る
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な
わ
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そ
う
し
た
立
場
で
は
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農
村
都
市
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中
世
都
节
化
の
現
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を
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せ
い
ぜ
い
無
内
{谷
な
不
均
等
発
展
の
論
理
で
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
封
.建
反
動
の
強
化
の
下
で
の
農
村
都
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発
展
は
、
周
辺
農
村
と
の
不
海
等
発
展
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
が
>

こ
れ
を
現
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す
る
要
因
は
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農
村
都
市
の
か
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き
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に
あ
る
の
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あ
る
。
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產
者
の
成
長
の
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止
と
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農
村
労
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力
の
農
奴
化
に
よ
る
労
働
力
商
品
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止
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よ
る
農
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し
く
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衆
的
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要
の
萎
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縮
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す
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あ
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強
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の
道
で
あ
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大
の
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。
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千
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に
都
市
は
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族
代
表
：に
よ
：る
交
渉
に
お

.い

.て
、
.四
分
の
一
マ
イ
ル
外.で
は
、
鍛
冶
屋
、

比
立
屋
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工
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限
で
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。
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史
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.
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ニ
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ニ
百
七
士
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ー

ニ
：百
七
十
六
直
，

こ
の
職
人
条
例
で
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都

市
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市
場
町
，'
農
村
.の
三
地
域
を
&

分
し
、
前
ニ
者
に
つ
：：い
て
.の
公
設
市
場
>

&
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a
r
k
e
t

を
認
め
て
い
る
。
特
に
そ
こ
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で
の
穀
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と'な
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あ
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。
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れ
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。

c
s
T
h
e
o
d
o
r

 

M
a
y
e
r
,

 
D
e
u
t
s
c
h
e

 

W
M
s
c
h
a
f
t
s

馨

chichte 

der 

N
e
i
i
t
,

 

1928, 

SS, 

3
G
I
3
4
，

 ̂

A
H
g
e
m
e
i
n
e

 

Wirtschaftsgeschichte, 

Bd. 2, 

Di
e

 N
e
i
i
t
,

 SS. 1
1
3
1
3
2
s
.

 

F
,
F
u
r
g
e
r
,

 

a. a. 0., S
S

 .
1
1
1

'
'o
cn
.
.
: ;

/

,

;

.'
'
'
'
:
;

■
/
-
;
.
.

 ■

 

.

-

.

■
: 

く ”
‘

 '

'

.

'

 

'
、
■

;5
9)

大
塚
久
雄「

オ
ラ
ン
ダ
型
.貿
易
国
家
の
生
成—

絶

対

主

政

，の

構

造

的

停

馓

の

：一
類
型

」

(

60) 

G...Heitz, 

a..; a. 

P
.
.
.
.
S
S
,
.
.

1
1
0

1
l
l
r.A.'Kunzer.a. 

a
'
o
.
,

 .SS. 

7
6
—

1.17. 

.V

(

61)

諸
田
実
，

「

中
世
末
期
に
お
け
る
ド
ィ
ツ
鉱
山
業
の
繁
栄
と
そ
の
特
質」

^ 1
業
論
集
ニ
十
六
卷
ー
号
* J

ohann. 

M
i
r
,

 

?
 

I

t

l

l

 

der 

d
e
u
t
s
c
h
e
n

 Mittelgebirge, 

1938, 

SS, 

317-37.

(

62)
0
'
H
e
i
t
z
,

 

a
.
a
.
p
;
s
s
.

 1
1
0
—

l
l
L

松
尾
展
成「

ザ
ク
セ
ン
.麻

織

業

に

：お
也
る
ッ
ン
.
フ
ト
的
邕
藥
跳
占
の
1?
:
編
成」

ニ
士
ハ
~

ー
ー
ー
：
十

七

.
頁

。

(

63)

大
塚
前
掲
論
文
。
.こ
こ
で
提
起
さ
加
た
撤
卷
停
滞
的
近
代
化
の
タ
ィ
プ
.は
、
明
ら
か

に

、
.
い

わ
ゆ
る
資
本
主
義
成
立
の
一
一
つ
の
道
の
、

上

か

ら

の

道

の

主 

導
下
の
特
殊
な
共
存
と
で
も
い
.う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
襖
村
都
市
の
中
世
都
市
化
に
そ
.の
矛
盾
的
性
格
を
、
象
徵
的
に
示
^

て
ぃ
.る
。
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中
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に
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け
る
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業
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の
展
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十
九
世
紀
中
葉
の
アメ
リ
カ
.中
西
部
、
と
く
に
旧
北
西
部t
h(T
>O

l
d

 

N
o
r
t
h
w
e
s
t

と
ょ
，ば
れ
る
オ
ハ
イ
オ
、
イ

ゾ
デ
ィ
ア
ナ
、イ
リ
ノ
イ
、

ミ 

V

ガ
ン
、
ゥ
ィ
ス
コ

'ン
シ
ン

.の
地
方
は
、.フ
.ロ
ン
テ
ィ
ア
の
時
期
を
過
ぎ
つ
つ
あ
っ

(

た)

。
そ
れ
は
農
業
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
自
給
的
農
業
か
.ら
商 

業
的
農
業
へ
の
転
換
期
に
あ
っ
た
、

と
い
ぅ
こ
と
が
で
き
'る)

。

十
九
世
紀
後
半
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
農
業
生
産
.の
中
心
地
域
と
な
っ
た
中
西
部 

に
、
，商
業
的
農
業
が
当
初
いか
に
展
開
し
.た

か

を

.、生
産
物
お
ょ
び
.経
営
の
.一
一
つ

の

観

点

か

^

、
.
具

体

的

に

追

求

す

る

こ
と
が
本
論
文
の
目
的
で 

あ
る
。
す
な
わ
^
、
'
い
か
な
る
作
物
が
商
品
と
な
っ
た
か
、
.い
か
な
る
農
民
が
商
品
生
産
を

推
進
さ
.せ
た
.か
、
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。
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史
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and..: Replies:'

を
使
用
す
る
。.
一
八
六
ニ
年
，
農.務
省
が
設
置
さ
れ'る
以
前
：は
、.;
.
:合
衆
国
に
お
い
て
農
業
.に
関
す
る
事
柄
ば 

内
務
省
：

(

.一
八
四
九
年
以
前
は
国
務
省
管
下

)

特
W
局
が
あ
つ
か
っ
て
お
り
、.右
は
特
許
局
長
か
ら
各
地
の
農
業
協
会
な
ど
に
お
ぐ
ら
れ
た
、
作
勿
、
 

家
畜
、
耕
作
法
、:'
病

虫

害

対

策

そ

の

他

に

つ

：
い
：て

の

質

間

へ

の

回

：答
を
あ
へ
つ
め

.た

も
.の

で
4̂
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